
中
国
南
朝
仏
教
の
行
位
解
釈
に
関
す
る

ー
成
実
浬
繋
師
を
中
心
に
|

考
察

貌

萎

一、

は
じ
め
に

中
国
南
朝
仏
教
に
お
け
る
教
学
の
形
成
と
展
開
に
は
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
諸
経
論
に
説
か
れ
る

様
々
な
修
行
階
位
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
南
朝
仏
教
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
は
、
主
に
布
施
浩
岳
[
一
九
七
三
]

『
浬
繋
宗
の
研
究
』
(
〈
前
篇
・
後
篇
〉
、
国
書
刊
行
会
)
、
菅
野
博
史
[
一
九
九
六
]
『
法
華
義
記
』
(
法
雲
説
、
大
蔵
出
版
)
、
同
[
二

O
二
ニ
『
南

北
朝
惰
代
の
中
国
仏
教
思
想
研
究
』
(
大
蔵
出
版
)
、
船
山
徹
[
二

O
一
九

a
]
『
六
朝
惰
唐
仏
教
展
開
史
』
(
法
蔵
館
)
・
[
二

O
一
九
b
]
『
仏
教
の

聖
者
|
史
実
と
願
望
の
記
録
』
(
臨
川
書
店
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
行
位
解
釈
に
関
し
て
は
上
掲
し
た
船
山
徹
氏
の
研
究
が
特
に
有
名
で
あ

り
、
ほ
か
に
青
木
隆
[
一
九
九
二
]
な
ど
の
研
究
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
船
山
徹
氏
は
『
菩
薩
理
落
本
業
経
』
(
中
国
で
成
立
)
や
『
大

般
浬
繋
経
集
解
』
な
ど
を
用
い
て
、
中
国
仏
教
特
有
の
行
位
解
釈
(
四
十
二
位
、
あ
る
い
は
五
十
二
位
)
及
び
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
修
行
系
統
と

の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
更
に
中
国
の
天
台
学
派
や
玄
捷
一
派
の
行
位
説
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
菩
薩
行
位
の
「
十
地
義
」
に
焦
点
を
あ
て
、
羽
二
七
一
『
不
知
題
仏
経
義
記
』
(
擬
題
)
、
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
、
『
蔵
外
地
論
宗
文

献
集
成
』
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
成
実
浬
繋
学
派
に
お
け
る
行
位
解
釈
と
地
論
学
派
、
三
論
学
汎
と
の

関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一一、
羽
二
七
一

『
不
知
題
仏
経
義
記
』
(
擬
題
)
な
ど
の
基
礎
的
情
報

ま
ず
は
本
稿
で
取
り
扱
う
文
献
資
料
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
行
い
た
い
。

第
一
に
杏
雨
書
屋
蔵
敦
埠
文
献
羽
二
七
一
『
不
知
名
題
仏
経
義
記
』
(
『
敦
埠
秘
笈
』
影
片
集
第
四
冊
所
民
、
以
下
『
義
記
』
)
で
あ
る
。
本
資
料

(
残
存
五
巻
)
は
、
南
朝
文
宣
王
粛
子
良
(
四
六

0
1四
九
四
)
の
主
催
で
、
永
明
年
間
(
四
八
三

1
四
八
九
)
行
わ
れ
た
講
経
記
録
で
あ
る
と
推

測
ら
れ
て
い
ム
。
講
経
記
録
で
あ
る
か
ら
、
講
師
(
答
者
)
一
人
・
問
者
数
人
が
登
場
し
、
概
ね
講
師
が
総
述
し
た
後
に
様
々
な
問
答
が
展
開
す
る

と
い
う
形
が
取
ら
れ
る
。
残
存
す
る
部
分
に
限
ら
れ
る
が
、
講
義
で
選
択
さ
れ
た
論
題
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
義
記
第
一
】

講
題
・
講
師
欠

天
安
僧
鍾
法
師
解
法
身
義

上
定
林
僧
柔
法
師
解
法
身
義

霊
基
曇
織
法
師
解
浬
繋
義

南
澗
道
祭
法
師
解
浬
繋
義

【
義
記
第
二
】

冶
城
智
順
法
師
解
三
宝
義

天
安
僧
鍾
法
師
解
一
乗
義

南
澗
慧
隆
法
師
解
一
乗
義

岡
阿
凶
闘
岡
剛
嗣
川
凶
国

【
義
記
第
三
】

中
寺
法
安
法
師
解
四
等
義

〔
生
因
・
了
因
〕
問
者
υ

冶
城
智
順
。

問
者
υ

天
安
僧
表
、
中
寺
法
安
。

問
者
υ

霊
味
宝
亮
、
冶
城
智
秀
、
冶
城
智
順
、
荘
厳
玄
趣
、
道
林
(
寺
?
)
、
荘
厳
法
朗
、
荘
厳
慧
調
。

問
者
υ

天
安
僧
鍾
、
中
寺
法
安
、
冶
城
智
順
、
道
林
僧
。

問
者
日
南
澗
慧
隆
、
天
安
僧
鍾
、
霊
基
曇
織
、
天
安
僧
表
、
冶
城
智
秀
、
冶
城
智
順
。
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問
者
一
桜
，
麟
償
援
、
荘
厳
法
霊
(
雲
か
)
、
霊
味
宝
亮
、
冶
城
智
秀
。

問
者
一
南
澗
慧
隆
、
霊
基
曇
織
、
謝
寺
僧
最
。

問
者
一
天
安
僧
鍾
、
霊
基
曇
織
。

問
者
日
霊
味
宝
亮
、
祇
桓
慧
令
、
霊
基
光
泰
、
環
封
鎖
願
。

問
者
一
冶
城
智
順
、
霊
曜
僧
盛
、
冶
城
光
泰
。



祇
桓
慧
令
法
師
解
四
摂
義

上
定
林
僧
柔
法
師
解
浄
土
義

白
馬
寺
僧
宗
法
師
解
浄
土
義

【
義
記
第
四
}

天
安
僧
鍾
法
師
解
金
剛
心
義
問
者
二
南
澗
慧
隆
、
霊
基
曇
織
、
天
安
僧
表
。

上
定
林
僧
柔
法
師
解
金
剛
心
義
問
者
一
常
楽
慧
珍
、
冶
城
智
順
、
冶
城
智
秀
、
霊
曜
僧
盛
、
霊
曜
慧
令
、
冶
域
光
泰
。

霊
曜
僧
盛
法
師
解
六
通
義
問
者
一
天
安
智
蔵
、
荘
厳
慧
欄
、
冶
城
智
順
、
冶
城
智
秀
。

上
定
林
僧
柔
法
師
解
二
諦
義
問
者
一
安
楽
慧
令
、
輿
皇
道
眠
、
霊
味
宝
亮
、
治
城
智
秀
、
中
寺
輿
慶
、
瓦
官
僧
口
、
冶
城
光
泰
。

【
義
記
第
五
】

天
安
僧
表
法
師
解
四
諦
義
問
者
一
天
安
僧
鍾

冶
城
智
秀
法
師
解
四
諦
義
(
欠
)

天
安
僧
鍾
法
師
解
三
乗
同
観
義
(
欠
)

謝
寺
僧
最
法
師
解
三
乗
同
観
義
(
欠
)

問
者
一
霊
曜
僧
盛
、
中
寺
法
安
、
霊
味
宝
亮
。

問
者
一
道
相
法
寵
、
冶
域
智
順
、
天
安
智
蔵
、

問
者
一
南
澗
慧
隆
、
中
興
僧
鍾
、
謝
寺
僧
最
。

祇
桓
慧
令
、
龍
光
慧
生
、
冶
城
光
泰

(
以
下
欠
)
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一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
講
師
・
問
者
は
共
に
「
寺
院
名
+
僧
名
」
と
い
う
形
で
明
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
こ
に
は
一
般
に
「
梁
の
三

大
法
師
」
と
称
さ
れ
る
智
蔵
(
開
善
智
蔵
(
四
八
五
|
五
二
二
)

)

9

、
僧
畏
(
荘
厳
僧
畏
(
四
六
七
|
五
二
七
)
)
が
問
者
(
波
線
部
)
と
し
て
登

場
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
義
の
題
目
を
見
る
と
、
「
法
身
義
」
「
浬
繋
義
」
「
十
地
義
」
「
浄
土
義
」
「
四
諦
義
」
な
ど
が
確
認
で
き
、
こ
れ
ら
の
論
題

が
当
時
に
お
い
て
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
出
三
蔵
記
集
』
に
よ
る
と
、
斉
永
明
七
年
(
四
八
九
)
、
文
宣
王
蘭
子
良
は
五
百
余
名
の
学
僧
を
普
弘
寺
に
召
集
し
、
僧
柔
(
四

三
一
|
四
九
四
)
・
慧
次
(
四
三
四
四
九

O
)
に
『
成
実
論
』
の
講
義
を
行
わ
也
、
同
年
十
二
月
に
は
『
抄
成
実
論
』
九
巻
を
抄
出
さ
せ
て
い
乱
。

こ
の
『
成
実
論
』
の
講
義
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
義
記
』
の
講
義
現
場
に
は
講
師
・
問
者
の
他
に
、
聴
講
者
(
在
家
の
信
仰
者
も
い
た
と
思
わ
れ
る
)

も
相
当
数
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
羽
二
七
一
『
義
記
』
に
お
け
る
諸
師
(
僧
柔
を
含
め
て
)
の
見
解
は
、
当
時
の
仏
教
界
で
か
な
り
共
有
さ
れ
て
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い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

第
二
に
建
元
寺
の
法
朗
(
生
没
年
未
詳
)
が
編
纂
し
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
(
現
存
七
一
巻
、
大
正
蔵
三
七
所
収
)

あ
る
。
こ
れ
は
、
南
朝
代
で
現
存
し
て
い
る
南
本
『
大
般
浬
繋
経
』
(
以
下
『
浬
繋
経
』
)
の
唯
一
の
注
釈
書
と
し
て
名
高
い
。
巻
一
の
「
皇
帝
為

霊
味
寺
釈
宝
亮
法
師
製
義
疏
序
」
(
五

O
九
年
)
の
他
に
、
僧
宗
(
四
三
八
四
九
六
)
、
法
安
(
四
五
四
|
四
九
八
)
、
宝
亮
(
四
四
四

l
五

O

九
)
な
ど
十
師
の
序
文
が
載
録
さ
れ
、
巻
二
よ
り
巻
七
一
ま
で
は
『
浬
繋
経
』
の
随
文
解
釈
と
な
り
、
僧
宗
、
法
安
、
宝
亮
、
法
瑠
(
四

0
0
1
四

七
五
)
、
道
慧
(
四
五
一
ー
ー
四
八
二
、
智
秀
(
?
四
三
九
!
五

O
二
?
)
、
慧
令
(
生
没
年
未
詳
)
、
曇
繊
(
四
三
二
|
四
九
五
)
、
智
蔵
な
ど

の
人
師
(
計
十
人
名
)
の
注
釈
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
全
て
浬
梨
学
派
の
人
師
で
あ
り
、
別
に
浬
繋
師
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『
浬
繋
経
集
解
』
の
内
容
と
前
掲
の
『
義
記
』
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
浬
駒
栄
経
集
解
』
で
は
、
巻
五
に
「
釈
妙
本
見
丈
六
」
(
法
身
解
釈
)
、
巻
一
五
に
「
釈
以
因
果
配
菩
薩
」
「
位
釈
三
乗
十
地
」
(
行
位
解
釈
)
、
巻
三

二
に
「
釈
二
諦
義
」
、
巻
四
五
に
「
広
出
是
有
三
乗
無
三
乗
等
事
」
、
巻
四
八
に
「
釈
四
諦
義
」
「
略
釈
仏
性
義
」
、
巻
四
九
に
「
釈
大
浬
繋
小
浬
繋

義
」
(
浬
繋
義
)
、
巻
五

O
に
「
弁
四
量
心
」
、
巻
五
三
に
「
論
闇
提
有
仏
性
義
」
、
巻
六
五
に
「
第
十
八
釈
或
説
因
果
人
成
仏
不
成
仏
」
が
あ
る
な

ど
、
百
以
上
の
釈
題
を
抽
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
(
無
論
、
こ
れ
ら
は
『
浬
繋
経
』
を
研
錯
す
る
課
題
)
。
こ
れ
を
『
義
記
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、

法
身
義
・
十
地
義
・
二
諦
義
・
三
乗
義
・
浬
繋
義
な
ど
、
共
通
の
論
題
が
窺
え
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
『
義
記
』
と
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
の
二
書

に
共
通
し
て
登
場
す
る
人
師
は
、
法
安
、
僧
宗
、
宝
亮
、
智
秀
、
智
蔵
、
慧
令
、
曇
織
の
七
名
で
あ
る
。
慧
令
と
曇
織
は
単
独
と
し
て
伝
記
が
な
い

が
、
『
高
僧
伝
』
に
お
け
る
「
釈
僧
鍾
伝
」
で
は
曇
織
に
言
及
し
、
「
釈
僧
宗
伝
」
で
は
慧
令
に
言
及
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
慧
令
と
曇
織
は

僧
宗
と
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
見
れ
ば
、
上
掲
し
た
『
義
記
』
と
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
に
記
録
さ
れ
た
諸
師

の
見
解
は
、
菩
提
流
支
・
鞠
那
摩
提
訳
『
十
地
経
論
』
(
五

O
八
|
五
一
二
や
真
諦
(
四
九
九
|
五
六
九
)
訳
『
摂
大
乗
論
』
、
『
仏
性
論
』
(
五

四
六
以
後
訳
出
)
な
ど
が
い
ま
だ
中
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
教
学
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
三
に
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
と
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
で
あ
る
。
前
者
は
、
青
木
隆
氏
や
石
井
公
成
氏
な
ど
に
よ
っ
て
、
歴
代
の
大
蔵
経

に
入
蔵
さ
れ
て
い
な
い
地
論
学
派
の
文
献
を
整
理
し
た
文
献
集
で
あ
り
、
地
論
教
学
が
窺
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
該
文
献
は
一
次
資
料
と
し
て
、

新
た
な
地
論
教
学
研
究
の
進
展
を
促
す
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
地
論
研
究
を
通
し
て
、
中
国
仏
教
教
学
史
に
お
け
る
転
換
期
と
も
い
う
べ
き
南
北
朝
、

情
唐
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
空
白
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
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後
者
は
三
論
学
派
の
文
献
で
あ
り
、
吉
蔵
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
慧
均
(
生
没
年
不
詳
)
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
三

論
教
学
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
色
。
該
文
献
の
資
料
価
値
に
つ
い
て
、
雀
訟
植
氏
[
二

O
O
九
]
は
、
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ム
。

三
論
学
の
概
論
書
と
し
て
は
最
も
豊
富
な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
三
論
学
と
は
競
い
合
う
関
係
に
あ
っ
た
地
論
学
、

摂
論
学
、
成
実
学
、
毘
曇
学
な
ど
の
理
論
に
対
し
て
も
具
体
的
な
記
述
を
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
学
派
と
三
論
学
派
の
思
想
的
な
相
違
を
明
確
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
本
文
献
は
、
三
論
学
派
の
み
な
ら
ず
他
の
学
派
の
理
論
を
理
解
す
る
上
で
も
非
常
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

更
に
雀
鉛
植
氏
[
二

O
O
九
]
、
伊
藤
隆
寿
[
二

O
一
八
]
に
よ
り
、
当
該
文
献
が
百
済
僧
慧
均
(
中
国
に
留
学
し
た
経
歴
が
あ
る
)
に
よ
っ
て
撰
述

さ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
り
、
ま
た
、
日
本
で
伝
写
・
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
中
国
・
日
本
・
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
仏
教
交
流
の
一
端
を
窺
え
る
研
究
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一一、

法
安
の
[
十
地
義
]
に
つ
い
て
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周
知
の
通
り
、
南
朝
代
の
仏
教
に
関
す
る
文
献
資
料
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
近
年
、
敦
爆
文
献
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
南
朝
仏
教
の
思
想
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
大
乗
菩
薩
の
十
地
思
想
は
、
十

住
を
は
じ
め
、
五
忍
、
法
身
、
頓
悟
な
ど
の
議
論
と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
中
国
人
仏
教
者
が
仏
果
に
至
る
過
程
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
テ

l
マ
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
宋
・
斉
時
代
に
活
躍
し
た
法
安
が
講
述
し
た

十
地
義
」
と
い
う
二
つ
の
小
節
に
分
け
て
論
述
を
試
み
る
。

「
十
地
義
」

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

以
下
、

「
南
朝
に
お
け
る
三
惑
論
」

と

「
法
安
の

，...句、

一
、、岨，

南

朝

に

お

け

る

三

惑

論

龍
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こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
煩
悩
論
を
取
り
上
げ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
煩
悩
を
対
治
す
る
こ
と
は
、
修
行
階
位
(
十

地
)
と
密
接
に
結
び
付
け
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
義
記
』
「
中
寺
法
安
法
師
解
十
地
義
」
の
官
頭
部
分
で
法
安
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
設
名
樹
教
厭
趣
不
同
、
所
其
以
広
嘆
極
果
、
為
生
欣
楽
之
情
。
是
故
備
陳
万
行
、
為
示
趣
果
方
法
。
十
地
者
、
即
万
行
之
総
称
也
。
行
者
始

終
凡
有
三
時
。
自
住
前
心
謂
之
凡
夫
。
凡
夫
有
二
種
。
初
十
心
以
前
為
外
凡
夫
。
第
廿
心
為
種
性
地
。
第
世
心
為
解
行
地
。
此
二
地
通
為
内
凡

夫
也
。
登
住
以
上
是
為
聖
人
。
智
周
徳
備
謂
之
極
果
。
就
登
聖
上
土
木
至
極
果
以
還
、
制
為
十
地
。
地
以
能
生
長
為
義
。
此
十
階
之
行
、
能
生
極

果

故

、

故

以

言

之

。

(

羽

二

七

一

・

一

O
)

要
点
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
行
者
の
修
行
段
階
を
外
凡
夫
・
内
凡
夫
・
聖
人
と
い
う
三
つ
に
分
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

極
果
は
仏
果
で
あ
る
た
め
、
行
者
の
三
時
に
は
含
ま
れ
な
い
。
二
つ
目
は
、
初
め
の
「
十
心
」
以
前
が
外
凡
夫
に
対
応
し
、
第
二
種
の
「
十
心
」
と

第
三
種
の
「
十
心
」
は
共
に
内
凡
夫
に
対
応
す
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
第
二
と
第
三
の
「
十
心
」
が
種
性
地
と
解
行
地
に
相
当
し
て
い
る
。
こ
れ
は

南
朝
代
の
仏
教
に
お
け
る
行
位
解
釈
に
用
い
る
「
三
十
心
」
(
三
種
の
十
心
)
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
登
住
(
初
地
)
以
上
が
聖
人
と

な
り
、
仏
果
に
至
る
ま
で
の
修
行
階
位
は
十
地
(
十
段
階
)
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

た
だ
し
、
素
朴
な
疑
問
も
残
る
。
そ
も
そ
も
三
十
心
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
十
心
を
指
す
の
か
、
羽
二
七
一
『
義
記
』
の
記
録
か
ら
は
判
断

が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
種
性
地
と
解
行
地
と
三
十
心
と
の
関
連
は
ど
の
経
典
を
根
拠
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
不
明
で
あ
る
。
既
に

船
山
徹
氏
の
研
究
に
も
あ
る
よ
う
に
、
外
凡
夫
と
内
凡
夫
は
『
成
実
論
』
を
根
拠
と
す
る
用
語
で
あ
り
、
「
三
十
心
」
も
『
菩
薩
寝
落
本
業
経
』
を

根
拠
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
『
菩
薩
欄
骨
格
本
業
経
』
は
四
八

0
1
玉
O
O
頃
の
約
二
十
年
間
で
中
国
南
朝
で
編
纂
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。
法
安
の
没

年
が
四
九
八
年
で
あ
る
た
め
、
法
安
の
講
義
は
四
九
八
年
以
前
で
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
こ
の
講
義
は
永
明
年
間
(
四
八
三

1
四

九
八
)
行
わ
れ
た
講
義
で
あ
る
と
い
う
案
を
採
用
し
て
も
、
法
安
が
『
菩
薩
理
務
本
業
経
』
を
参
照
で
き
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
断
言
で
き
な

い
も
の
の
、
し
か
し
法
安
の
行
位
解
釈
に
関
し
て
は
、
三
十
心
・
外
凡
夫
・
内
凡
夫
と
い
う
概
念
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。

な
お
、
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続
い
て
、

法
安
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

夫
声
聞
心
局
、
樺
於
遠
渉
、
故
為
立
四
果
以
示
其
心
息
。
大
士
清
噴
、
不
倶
長
途
、

十
地
者
、
以
外
地
体
相
広
大
、
能
生
力
噴
普
載
衆
生
。
為
含
識
所
依
。
内
地
亦
然
。

済
群
品
、
是
其
能
載
。
因
則
不
然
故
、
不
言
之
也
。
有
十
階
故
、
量
一
口
有
十
地
。

故
不
為
制
果
。

総
万
行
為
体
、

直
弁
因
相
、
地
由
因
也
。
不
言
十
因
市
言

是
其
広
大
。
能
生
極
果
、
是
其
力
強
。
兼

(
羽
二
七
一
・
一

O
)

こ
こ
で
は
、
声
聞
四
果
と
普
薩
十
地
が
説
か
れ
て
い
る
。
四
果
と
十
地
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、
十
地
の
菩
薩
は
仏
果
に
至
る
こ
と
が
で
き
て
、

同
時
に
衆
生
を
あ
ま
ね
く
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
十
地
を
説
明
し
た
後
、
法
安
は
以
下
の
よ
う
な
煩
悩
論
を

述
べ
て
い
る
。

行
者
之
惑
、
大
判
有
三
。
一
者
最
重
、
能
潤
悪
業
、
受
三
途
之
生
、
即
経
論
所
調
「
見
諦
惑
」
也
。
二
者
次
重
、
能
潤
善
業
、
能
受
人
天
之
生
、

即
経
論
所
謂
「
思
惟
惑
」
也
。
三
者
最
軽
、
能
潤
変
易
之
生
、
即
『
勝
重
経
』
調
う
所
の
「
無
明
住
地
惑
」
也
。
対
治
此
惑
、
必
資
明
解
。
惑

既
有
三
、
解
亦
如
之
。
此
解
能
安
前
理
、
謂
之
為
忍
。
械
訴
覇
刻
、
時
舛
蝋
鋭
、
誠
需
持
↓
尉
吋
袋
ベ
寸
特
設
ヰ
減
税
。
「
骨
骨
〈
忍
〉
」

者
、
閣
制
剖
創
1
対
嗣
副
司
司
刑
判
。
中
忍
転
勝
、
心
調
順
理
故
以
「
順
」
為
名
。
順
者
、
捨
師
従
理
之
称
也
。
上
忍
最
深
、
心
与
理
箕
故
、
何

以

前

境

為

名

。

無

生

者

、

前

境

空

寂

之

称

也

。

(

羽

二

七

一

・

一

O
)

マf
aaτ 

大
意
を
示
せ
ば
、
行
者
の
惑
に
は
お
お
よ
そ
三
つ
が
あ
る
。
最
重
は
見
諦
惑
で
あ
り
、
悪
業
を
引
き
起
こ
し
三
途
の
生
を
受
け
る
。
次
重
は
思
惟

惑
で
あ
り
、
議
ロ
業
を
引
き
起
こ
し
人
天
の
生
を
受
け
る
。
最
軽
は
無
明
住
地
惑
で
あ
り
、
変
易
の
生
を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
三
惑
を
対
治
す
る
た
め
、

三
つ
の
「
解
」
い
わ
ゆ
る
三
忍
が
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

以
上
は
法
安
の
見
解
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
惑
の
種
類
、
業
、
転
生
の
場
所
、
そ
し
て
三
忍
を
説
明
し
て
い
る
。
前
掲
の
傍
線
部
に
は
「
勝
重
経
の

所
謂
る
無
明
住
地
惑
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
の
最
軽
「
無
明
住
地
惑
」
と
『
勝
童
経
』
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
無
明
住
地
惑
と
い
う
三
つ
が
『
勝
霊
経
』
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
明
ら
か
な
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よ
う
に
、
見
諦
惑
と
思
惟
惑
は
『
成
実
論
』
、
無
明
住
地
惑
は
『
勝
霊
経
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
安
は
い
わ
ゆ
る
四
住
地
惑
の
見
一
処

住
地
が
見
諦
惑
(
見
道
)
に
相
当
し
、
欲
愛
住
地
・
色
愛
住
地
・
有
愛
住
地
と
い
う
三
つ
が
思
惟
惑
(
修
道
)
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

次
に
問
題
と
な
る
の
は
初
忍
の
名
称
で
あ
る
。
前
掲
の
波
線
部
に
は
「
初
忍
は
最
も
劣
れ
る
段
階
で
あ
り
、
迷
い
が
多
く
て
悟
り
が
少
な
い
、
そ

の
見
諦
惑
の
名
を
止
め
て
、
依
忍
と
称
す
る
」
と
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
存
し
て
い
る
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
中
華
大
蔵
経
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

検
索
し
て
も
、
三
忍
の
一
つ
に
「
依
忍
」
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
「
依
忍
」
で
は
な
く
、
「
信
忍
」
の
誤
写
と
考
え
て
差
し
支

え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
法
安
と
近
い
時
代
の
成
立
し
た
『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
(
大
正
八
所
収
、
以
下
『
仁
王
経
』
)
に
は
、
次

の
よ
う
な
五
忍
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

五
忍
是
主
ロ
薩
法
。

伏
忍
上
中
下
。

信
忍
上
中
下
。

順
忍
上
中
下
。

無
生
忍
上
中
下
。
寂
滅
忍
上
下
。

(
大
正
八
・
八
二
六
中
)

こ
れ
を
見
る
と
、
最
初
の
伏
忍
と
最
後
の
寂
滅
忍
を
除
け
ば
、
信
忍
・
順
忍
・
無
生
忍
と
い
う
用
語
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
五
四
五
年
(
大

統
十
一
年
)
に
抄
写
さ
れ
た
『
法
華
経
文
外
義
』
「
十
地
者
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
三
忍
が
説
か
れ
て
い
る
。
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順
忍
、

無
生
法
塁
。

信
忍
者
、
有
其
二
義
。

一
者
間
信
、

二
者
証
信
。

聞
信
者
、

浅
行
之
徒
未
能
自
国
、
必
須
恵
師
籍
教
、

(
『
蔵
外
仏
教
文
献
』
二
・
三
四
九
)

文
字
囲
い
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
忍
と
は
、
信
忍
・
順
忍
・
無
生
法
忍
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
傍
線
部
の
聞
信
と
は
、
修
行
の
浅
い
弟
子
は
未
だ

自
ら
悟
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
ず
師
の
教
え
に
よ
っ
て
理
解
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
の
二
重
線
で
法
安
が
説
い
た
「
憲
師
決
定
、
未
能
自
了
之

名
」
と
い
う
初
忍
の
説
明
は
、
「
師
の
教
え
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
ま
だ
自
ら
の
能
力
だ
け
で
悟
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
態
を
表

す
名
称
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
『
法
華
経
文
外
義
』
の
記
述
を
比
較
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
同
じ
意
味
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
ゆ
え
に
『
義
記
』
に
記
さ
れ
る
「
依
忍
」
は
「
信
忍
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
法
安
が
説
い
た
三
忍
と
は
、
初
忍
H



信
忍
、

中
忍
H
順
忍
、
上
忍
H
無
生
忍
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
法
安
が
説
く
三
惑
と
三
忍
と
の
内
容
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
無
明
住
地
惑
と
い
う
三
惑
論
が
、

当
時
に
お
い
て
も
一
般
的
な
見
解
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
大
般
浬
駒
栄
経
集
解
』
に
記
録
さ
れ
た
僧
宗
、
宝
亮
の
注
釈
か
ら

も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

僧
宗
は
『
大
般
浬
繋
経
』
の

「
善
男
子
仏
性
者
所
謂
十
力
(
至
)
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
を
注
釈
す
る
に
当
た
っ
て
三
惑
に
触
れ
て
い
る
。

僧
宗
目
、
第
四
上
雄
明
当
有
、
未
知
何
為
体
。
今
顕
出
其
体
、

也
。
三
惑
者
、
謂
見
諦
・
思
惟
・
無
明
住
地
也
。

乃
是
生
死
之
外
也
。

理
既
深
遠
。
若
欲
見
、

自
非
破
三
重
惑
障
、
則
無
由
観
見

(
大
正
三
七
・
五
五
一
上
)

傍
線
部
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
安
と
同
時
代
の
僧
宗
も
ま
た
、
見
諦
・
思
惟
・
無
明
住
地
と
い
う
三
惑
を
語
っ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、

僧
宗
が
取
り
挙
げ
る
『
浬
繋
経
』
の
注
釈
範
囲
で
あ
る
。
『
浬
繋
経
』
に
は
二
切
衆
生
に
悉
く
三
種
の
煩
悩
を
破
る
こ
と
有
る
が
故
に
、
然
る
に

後
に
〔
仏
性
を
〕
見
る
こ
と
を
得
」
と
あ
る
か
ら
、
僧
宗
は
こ
の
「
三
種
の
煩
悩
」
を
三
惑
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
僧
宗
は

法
安
と
同
じ
三
惑
を
使
用
し
な
が
ら
も
、
三
惑
を
破
す
れ
ば
仏
性
を
見
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
惑
は
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
最
も

重
要
な
仏
性
論
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

南
斉
(
四
七
九

i
五

O
二
)
か
ら
梁
(
五

O
二

1
五
五
七
)
に
か
け
て
活
躍
し
た
宝
亮
は
、
法
安
の
「
十
地
義
」
に
お
け
る
質
問
者
(
法
安
の
講

義
後
に
行
わ
れ
る
問
答
)
で
あ
る
た
め
、
当
然
彼
も
前
述
の
三
惑
を
使
用
す
る
。
『
大
般
浬
撰
経
集
解
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

-49-

宝
亮
目
。
前
略
:
・
今
従
響
如
色
法
下
。
第
一
段
仏
性
雄
有
、

煩
悩
都
尽
、
則
見
仏
性
也
。

但
衆
生
為
煩
悩
障
、
故
不
得
見
。
若
能
破
三
種
惑
、

見
諦
・
思
惟
・
無
明
住
地
、

(
大
正
三
七
五
五
一
上
)

宝
亮
も
ま
た
、
法
安
・
僧
宗
と
同
様
、
見
諦
・
思
惟
・
無
明
住
地
と
い
う
三
惑
を
論
じ
て
い
る
。
加
え
て
、
宝
亮
は
「
煩
悩
(
三
惑
)
都
て
尽
き

れ
ば
、
則
ち
仏
性
を
見
る
な
り
」
と
述
べ
て
お
り
、
三
惑
と
仏
性
を
深
く
結
び
付
け
る
思
考
法
は
前
の
僧
宗
と
軌
を
一
に
す
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
僧
宗
・
法
安
・
宝
亮
は
浬
繋
師
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
高
僧
伝
』
に
は
、
「
釈
法
安
・
:
中
略
・
:
講
『
浬
繋
』
『
維
摩
』
『
十
地
』

『
成
実
論
』
」
(
大
正
五

0
・
三
八

O
上
)
、
「
釈
宝
亮
:
・
中
略
・
:
講
『
大
埋
襲
』
凡
八
十
四
遍
、
『
成
実
論
』
十
四
遍
、
『
勝
霊
』
四
十
二
遍
」
(
大
正

玉
0
・
三
八
一
下
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
法
安
、
宝
亮
は
浬
繋
師
で
あ
り
な
が
ら
、
成
実
師
(
ま
た
成
実
論
師
)
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

成
実
師
に
せ
よ
、
浬
襲
師
に
せ
よ
、
彼
ら
が
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
無
明
住
地
惑
と
い
う
三
惑
論
を
語
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
南
朝
仏
教
者
の
共

通
性
と
い
う
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

，.-、、

一一、、--、

法
安
の
十
地
義

上
記
の
通
り
、
「
中
寺
法
安
解
十
地
義
」
の
冒
頭
に
は
、
三
惑
(
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
無
明
住
地
惑
)
と
三
忍
を
講
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、

に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
た
。
法
安
は
こ
れ
以
後
、
三
忍
と
修
行
階
位
(
十
地
)
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
く
。

十

地

一
一
忍
中
各
為
三
地
。
依
忍
下
品
為
初
地
、
中
品
為
二
地
、
上
品
為
三
地
。
順
忍
下
品
為
四
地
、
中
品
為
五
地
、
上
品
為
六
地
。
無
生
忍
下
品

為
八
地
、
中
品
為
九
地
、
上
品
為
十
地
。
其
第
七
一
地
対
治
二
因
中
間
之
惑
。
二
因
中
間
之
惑
、
即
愛
楽
果
地
、
功
徳
之
情
也
。
治
此
惑
地
之

解
、
謂
之
無
生
法
楽
忍
。
謂
之
法
楽
者
、
従
所
治
受
名
也
。
体
深
於
順
忍
、
有
同
於
無
生
、
故
復
以
無
生
言
之
。
此
忍
所
以
不
開
為
三
、
但
為

一
地
者
、
以
愛
法
之
心
、
本
非
正
結
。
猶
是
前
惑
余
引
、
不
劣
多
行
、
所
以
不
足
為
三
。
但
為
一
地
、
並
前
為
十
地
也
。
(
羽
二
七
一
一
)
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こ
こ
で
は
、
信
忍
の
下
品
が
初
地
、
中
品
が
第
二
地
、
上
品
が
第
三
地
に
相
当
し
、
順
忍
の
下
品
が
第
四
地
、
中
品
が
第
五
地
、
上
品
、
が
第
六
地

に
相
当
し
、
無
生
忍
の
下
品
が
第
八
地
、
中
品
が
第
九
地
、
上
品
が
第
十
地
に
相
当
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
傍
線
部
の
第
七

地
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
第
七
地
は
無
生
法
楽
忍
と
も
呼
ば
れ
、
第
六
地
か
ら
第
八
地
の
架
け
橋
の
よ
う
な
一
地
を
意
味
す
る
。
し
か
も
第
七
地
の

惑
は
見
諦
惑
・
思
惟
惑
の
余
引
(
習
気
)
で
あ
り
、
こ
の
余
引
は
煩
悩
の
本
体
で
は
な
く
、
仏
法
を
愛
着
す
る
心
と
さ
れ
る
。
以
上
を
図
示
す
れ
ば

次
の
(
図

1
)

よ
う
に
な
ろ
う
。
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見
諦
惑
〔
三
途
の
生
〕

-・・・・・
4

・E'''

思
惟
惑
〔
人
天
の
生
〕

十
段
階

見
諦
惑
・
思
惟
惑
の
余
引

(
習
気
)

'
'
'
a
a
'
'
 

B
E
-
-
a

，，」司，，，，，

無
明
住
地
惑

〔
変
易
の
生
〕

(
図

1
)

そ
れ
で
は
法
安
の
説
い
た
十
地
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

本
文
を
示
す
)
。

以
下
に
こ
の
間
題
に
検
討
を
移
し
て
み
よ
う
(
改
行
を
加
え
て

第
一
日
歓
喜
。
以
初
登
聖
境
、
始
出
凡
界
、
侍
欣
所
遇
、
故
以
為
名
。

第
二
日
離
垢
。
十
悪
垢
也
。
大
判
三
品
。
初
地
除
上
、
二
地
除
中
、
所
去
己
多
、
故
受
「
離
」
名
。

第
三
日
明
。
得
十
二
門
禅
故
、
心
解
慮
静
。
心
解
慮
静
故
、
初
忍
満
足
。
心
静
解
足
故
、
以
「
明
」
為
名
也
。

第
四
日
炎
。
因
前
為
名
也
。
如
灯
燭
外
明
、
不
及
内
炎
明
。
四
地
之
明
有
感
於
前
、
故
以
「
炎
」
為
名
也
。

第
五
日
難
勝
。
此
地
多
通
世
事
、
医
方
工
巧
等
。
此
等
是
世
人
所
知
而
不
及
菩
薩
。
唯
六
住
以
上
、
乃
能
勝
之
故
、

第
六
日
現
前
。
此
地
洞
解
因
縁
之
空
、
知
在
目
前
故
、
以
為
名
也
。

第
七
日
遠
行
。
六
地
終
心
始
出
三
界
、
未
足
称
「
遠
」
。
七
地
之
行
、
乃
合
斯
称
故
、
以
為
名
也
。

以

「
難
勝
」
為
名
也
。

龍
谷
大
学
傍
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
四
号
二

O
二
O
年
三
月



中
国
南
朝
仏
教
の
行
位
解
釈
に
関
す
る
一
考
察
(
貌
)

第
八
日
不
動
。
入
大
寂
滅
、
通
達
色
難
、
過
心
意
之
境
、
絶
動
求
之
念
、
故
以
為
名
。

第
九
日
善
慧
。
通
達
心
難
、
成
就
四
弁
、
又
無
生
之
慧
、
有
善
於
前
故
、
以
為
名
也
。

第
十
日
法
雲
。
慧
解
深
明
達
色
心
集
起
、
前
第
九
日
地
、
謂
之
善
慧
従
内
解
受
称
。
今
此
法
雲
、
以
外
益
為
名
。
外
益
弘
畷
、
若
雲
雨
之
無
辺
、

故

以

「

法

雲

」

為

称

也

。

(

羽

二

七

一

・

一

一

)

こ
れ
ら
の
概
要
を
纏
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
地
(
歓
喜
地
)
|
初
め
て
聖
者
の
境
地
に
至
り
、
凡
夫
界
か
ら
出
る
。

第
二
地
(
離
垢
地

)
l十
悪
垢
を
除
去
す
る
。

第
三
地
(
明
地
)
|
十
二
門
禅
を
得
た
た
め
、
心
の
は
た
ら
き
が
静
ま
り
〔
智
慧
が
照
ら
し
〕
初
忍
を
完
成
す
る
。

第
四
地
(
炎
地

)

l
四
地
の
明
は
前
(
第
一
ニ
)
地
の
明
よ
り
感
じ
る
。
例
え
ば
、
と
も
し
び
の
外
炎
の
明
さ
が
内
炎
に
及
ば
な
い
様
で
あ
る
。

第
五
地
(
難
勝
地
)
|
世
間
の
事
、
医
方
明
・
工
巧
明
な
ど
〔
の
五
明
〕
に
通
達
す
る
。

第
六
地
(
現
前
地
)
|
〔
十
一
二
因
縁
の
空
を
悟
り
、
そ
れ
が
目
の
前
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

第
七
地
(
遠
行
地
)
|
六
地
の
終
心
に
お
い
て
〔
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
か
ら
出
る
も
、
七
地
で
は
よ
り
高
い
境
地
に
至
る
。

第
八
地
(
不
動
地
)
|
大
寂
滅
に
入
り
、
色
境
の
難
に
通
達
し
、
心
意
の
境
地
を
過
ぎ
、
心
の
〔
動
・
求
〕
は
た
ら
き
を
絶
つ
。

第
九
地
(
善
慧
地
)
|
四
弁
を
成
就
し
て
、
無
生
の
智
慧
を
得
る
。

第
十
地
(
法
雲
地
)
|
前
の
第
九
地
は
内
解
(
自
ら
さ
と
ら
せ
る
)
よ
り
称
を
受
け
る
が
、
今
の
法
雲
地
は
外
益
(
衆
生
を
さ
と
ら
せ
る
た
め
)

に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
雨
を
降
ら
す
よ
う
に
衆
生
に
利
益
を
与
え
る
。

以
上
が
法
安
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
十
地
で
あ
る
。
十
地
の
名
称
は
歓
喜
地
、
離
垢
地
、
明
地
、
炎
地
、
難
勝
地
、
現
前
地
、
遠
行
地
、
不
動
地
、

善
慧
地
、
法
雲
地
で
あ
る
。
こ
れ
は
六

O
巻
『
華
厳
経
』
「
十
地
品
」
に
お
け
る
十
地
の
名
称
と
一
致
す
る
。
法
安
に
よ
れ
ば
、
第
一
地
は
歓
喜
地

で
あ
り
、
初
め
て
聖
境
に
登
り
、
凡
界
か
ら
出
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
初
地
は
聖
者
の
位
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え

る
と
、
法
安
は
、
外
凡
夫
↓
内
凡
夫
(
種
性
地
か
ら
解
行
地
)
↓
十
地
(
歓
喜
地
か
ら
法
雲
地
ま
で
)
↓
仏
果
と
い
う
修
行
階
位
を
想
定
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
僧
宗
と
宝
亮
は
、
『
大
般
浬
繋
経
』
「
四
依
品
」
に
対
す
る
注
釈
に
お
い
て
行
位
に
言
及
し
て
い
る
。
僧
宗
の
行
位
説
は
宝
亮
説
と
基
本
的

に
同
様
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
船
山
徹
氏
の
「
南
朝
仏
教
と
地
論
宗
」
で
詳
述
さ
れ
る
た
眠
、
こ
こ
で
は
本
論
に
関
わ
る
要
点

の
み
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

ァ
、
宝
亮
は
、
三
十
心
は
十
住
(
初
の
十
心
)
・
十
行
(
第
二
の
十
心
)
・
十
廻
向
(
第
三
の
十
心
)
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
札
。
宝
亮
が
法
安

の
「
十
地
義
」
講
義
現
場
に
質
問
者
と
し
て
登
場
し
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
宝
亮
が
説
い
た
三
十
心
は
法
安
の
三
十
心
と
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
極
め
て
高
い
。

ィ
、
菩
薩
初
地
に
登
っ
て
聖
人
と
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
法
安
、
僧
宗
、
宝
亮
三
師
全
て
が
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
私
。

ゥ
、
法
安
は
「
六
地
で
は
三
界
惑
を
断
じ
る
」
、
「
第
七
地
で
は
前
惑
〔
見
・
思
〕
余
引
を
断
じ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
僧
宗
は
「
今
、
六
地
の

終
心
、
三
界
惑
を
断
じ
・
:
中
略
:
・
第
七
地
で
は
習
気
を
断
じ
始
め
る
」
と
説
い
て
い
る
。
要
す
る
に
、
両
者
と
も
第
六
地
で
三
界
煩
悩
を
滅
尽
し
、

第
七
地
で
習
気
を
断
じ
始
め
る
と
い
う
理
解
が
一
致
し
て
い
る
。

ェ
、
僧
宗
は
菩
薩
位
(
浬
繋
解
釈
)
と
声
聞
位
(
『
大
智
度
論
』
の
共
地
解
釈
)
と
の
対
応
関
係
を
説
い
て
お
り
、

系
統
の
歓
喜
地
に
は
じ
ま
る
十
地
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
法
安
の
十
地
解
釈
を
考
察
し
た
。
法
安
の
「
十
地
義
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

忍
)
と
華
厳
十
地
(
修
行
の
十
段
階
)
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
も
そ
れ
は
『
華
厳
経
』
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三
惑
(
ま
た
困
惑
)

を
対
治
す
る
こ
と
、
三
忍

(
ま
た
四

四

地
論
文
献
に
見
ら
れ
る

「
十
地
義
」

南
朝
教
学
と
地
論
教
学
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
青
木
隆
氏
や
船
山
徹
氏
な
ど
に
よ
っ
て
優
れ
た
論
考
が
提
出
さ
れ
て
い
ム
。
船
山
徹
氏
は
、

南
地
の
成
実
浬
繋
学
が
北
地
の
地
論
南
道
派
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
、
地
論
文
献

S
六
一
三

V
な
ど
の
教
判
及
び
『
法
界
図
』
と

『
法
鏡
論
』
の
行
位
解
釈
に
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
本
章
で
は
「
十
地
断
伏
義
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
成
実
浬
奨
学
派
と
地
論
学
夙
に
お
け

る
十
地
解
釈
の
共
通
的
な
見
解
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

龍
谷
大
学
傍
教
学
研
究
室
年
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十
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年
三
月



中
国
南
朝
仏
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前
項
に
お
い
て
、
法
安
の
十
地
解
釈
を
紹
介
し
た
が
、
法
安
が
ど
の
経
典
に
依
拠
し
て
、
十
地
解
釈
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
確
定
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
管
見
の
限
り
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
3

(

大
正
二
六
所
収
)
、
求
那
政
陀
羅
訳
『
相
続
解
脱
地
波
羅
蜜
了
義
経
』
胡
(
大
正
一

六
所
収
)
、
堅
意
菩
薩
造
道
泰
訳
『
入
大
乗
論
』
(
大
正
三
二
所
収
)
な
ど
に
十
地
説
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
の
十
地
説
を
確
認
し
て
も
、
法
安

の
十
地
解
釈
と
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
が
な
く
、
部
分
的
な
共
通
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
た
だ

し
、
法
安
の
講
義
と
地
論
文
献
に
お
け
る
十
地
解
釈
に
つ
い
て
、
共
通
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

地
論
文
献
と
考
え
ら
れ
る

P
二
九

O
八
に
は
三
忍
と
十
地
に
関
す
る
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
長
文
で
あ
る
た
め
、

各
忍
ご
と
に
示
し
て
み
よ
う
。

四
依
義
。
依
『
理
落
経
』
解
有
五
忍
。
住
前
有
伏
忍
有
三
品
。
下
品
習
種
性
。
何
故
名
習
、
始
従
発
心
住
、
終
至
濯
頂
住
:
・
中
略
・
:
初
住
至
三

住
名
信
忍
、
亦
有
三
品
。
下
品
名
歓
喜
地
。
何
故
名
歓
喜
。
離
五
怖
畏
、
慶
有
所
除
、
慶
有
所
得
、
故
生
歓
喜
。
信
忍
中
品
名
離
垢
地
。
何
故

名
離
垢
。
能
醐
叶
割
刷
、
故
名
離
垢
。
信
忍
上
品
名
明
地
。
倒
叶
ゴ
剛
樹
制
1
剖
剰
刺
刷
、
故
名
明
地
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
二
八
|
一
二
九
頁
)

南
本
『
大
般
浬
繋
経
』
巻
第
六
「
四
依
ロ
叩
」
の
冒
頭
に
は
四
種
の
人
(
凡
夫
、
須
陀
垣
・
斯
陀
含
、
阿
那
含
、

「
四
依
義
」
は
こ
の
四
種
の
人
に
つ
い
て
の
経
文
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

P
二
九

O
八
の

「
四
依
品
」
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

さ
て
、

P
二
九

O
八
の
「
五
忍
」
に
戻
る
と
、
地
前
に
は
伏
忍
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
信
忍
は
初
地
か
ら
三
地
ま
で
の
対
応
を
示

唆
し
て
お
り
、
す
な
わ
ち
初
地
H
歓
喜
地
、
二
地
H
離
垢
地
、
三
地
H
明
地
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
初
地
が
『
十
地
経
論
』
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
は
以
下
の
内
容
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

阿
羅
漢
)
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
四
依
義
」
は
、
南
本
『
浬
繋
経
』
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経
日
。
所
以
者
何
。
是
菩
薩
摩
詞
薩
得
歓
喜
地
巳
。
所
有
諸
怖
畏
即
皆
遠
離
。
所
謂
不
活
畏
、

:
中
略
・
:
論
日
。
此
五
怖
畏
是
初
地
障
。

悪
名
畏
、
死
畏
、
堕
悪
道
畏
、
大
衆
威
徳
畏
。

(
大
正
二
六
・
二
二
六
下
|
一
三
七
上
)



『
十
地
経
論
』
に
は
「
歓
喜
地
を
得
た
菩
薩
は
、
不
活
畏
・
悪
名
畏
・
死
畏
・
堕
悪
道
畏
・
大
衆
威
徳
畏
の
諸
怖
畏
を
離
れ
る
」
と
説
か
れ
て
い

丸
。
更
に
『
十
地
経
論
』
で
は
「
初
証
聖
処
、
多
生
歓
喜
故
、
名
歓
喜
地
」
(
大
正
二
六
・
一
二
七
上
)
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
P
二
九

O
八
に
「
初

証
聖
処
、
多
生
歓
喜
故
、
名
歓
喜
地
」
と
い
う
『
十
地
経
論
』
の
本
文
が
明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
初
地
に
至
る
と
聖
者
と
な
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
法
安
の
初
地
解
釈
(
初
登
聖
境
)
も
地
論
教
学
も
同
様
な
見
解
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

P
二
九

O
八
の
歓
喜
地
に
「
初
登
聖
境
」
の
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
離
垢
地
と
明
地
に
つ
い
て
は
、
法
安
の
離
垢
地

岨

(
十
悪
垢
を
除
去
す
る
)
と
明
地
(
十
二
門
禅
、
智
慧
に
照
ら
す
)
の
解
説
と
P
二
九

O
八
の
解
釈
と
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
加
え
て
、
P
二
九

O
八
に
使
う
「
十
悪
垢
」
「
十
二
門
禅
」
と
い
う
用
語
は
現
行
『
十
地
経
論
』
に
見
い
出
せ
な
い
た
め
、
P
二
九

O
八
に

お
け
る
離
垢
地
と
明
地
の
解
釈
は
法
安
の
見
解
を
取
り
入
れ
た
可
能
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
い
で
、

P
二
九

O
八
で
は
順
忍
の
三
品
を
説
明
す
る
。

四
地
至
六
地
名
順
忍
。
下
品
名
炎
地
。
広
修
三
十
七
品
、
智
慧
炎
織
、
余
朗
前
明
、
故
名
炎
地
。
順
忍
中
品
名
難
勝
地
。
何
故
名
難
勝
地
。
依

『
寝
泊
噌
経
』
解
、
作
十
六
諦
観
、
依
『
地
経
』
作
十
四
諦
観
。
善
達
世
間
医
方
針
灸
、
刺
繍
輔
方
、
彫
文
刻
鎮
、
無
事
不
達
、
世
無
与
等
、
故

名
難
勝
地
。
順
忍
上
品
名
現
在
地
、
作
十
種
逆
順
、
観
十
二
因
縁
、
波
若
現
在
、
故
名
現
在
地
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
二
九
|
一
三

O
頁
)
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地
論
教
学
で
も
順
忍
は
園
地
か
ら
六
地
ま
で
の
修
行
段
階
と
対
応
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
炎
地
に
つ
い
て
は
、
三
十
七
品
を
修
す
る
こ
と
を
除

け
ば
、
智
慧
の
炎
が
前
地
よ
り
明
る
い
と
い
う
説
明
が
法
安
の
炎
地
(
園
地
の
明
は
第
三
地
よ
り
感
じ
る
こ
と
)
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

難
勝
地
に
つ
い
て
は
、
世
間
の
医
方
・
刺
繍
や
彫
刻
の
よ
う
な
工
巧
明
な
ど
〔
の
五
明
〕
を
通
達
す
る
記
述
が
法
安
の
明
地
(
世
間
の
事
、
医
方
明

・
工
巧
明
な
ど
〔
の
玉
明
〕
に
通
達
す
る
こ
と
)
と
同
様
で
あ
る
。
現
在
地
に
つ
い
て
は
、
逆
順
十
種
の
十
二
因
縁
観
を
な
し
て
、
般
若
が
現
わ
れ

る
と
い
う
解
釈
が
法
安
の
現
前
地
(
十
二
因
縁
の
空
が
目
に
前
に
現
れ
る
こ
と
)
と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

P
二
九

O
八
に
お
け
る
第
六
地
の

名
称
は
現
在
地
で
あ
る
が
、
現
行
の
『
十
地
経
論
』
で
は
第
六
地
の
菩
薩
を
「
十
種
逆
順
観
因
縁
集
法
」
と
説
い
て
お
り
、
第
六
地
の
名
称
を
現
前

地
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
意
味
的
に
考
え
る
と
、
現
在
地
に
せ
よ
、
現
前
地
に
せ
よ
、
二
つ
の
名
称
に
そ
れ
ほ
ど
大
差
は
な
か
ろ
%
。
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以

上

十
地
に
お
け
る
初
地
か
ら
六
地
ま
で
の
解
釈
を
見
て
き
た
が
、
地
論
教
学
と
法
安
の
見
解
と
に
は
共
通
性
が
看
取
さ
れ
る
。

の
後
の
第
七
地
よ
り
第
十
地
ま
で
の
解
釈
は
、
地
論
教
学
と
法
安
の
解
説
と
で
は
あ
ま
り
関
連
性
が
な
い
。

次
に
P
二
九

O
八
に
お
け
る
無
生
忍
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。

た
だ
し
、

七
地
至
九
地
名
無
生
忍
、
亦
有
三
品
。
下
品
名
遠
行
地
。
何
故
名
遠
行
地
。
越
過
凡
聖
之
近
、
故
名
遠
行
地
、
亦
可
遠
取
仏
果
。
無
生
中
品
名

不
動
地
。
観
空
縁
有
、
初
無
第
紙
、
不
為
有
無
第
観
所
動
、
故
名
不
動
。
無
生
上
品
名
善
慧
地
。
天
下
難
知
莫
過
於
心
、
而
能
深
知
、
故
名
善

慧

地

。

(

『

蔵

外

地

論

宗

文

献

集

成

』

・

一

三

O
頁
)

傍
線
部
を
見
る
と
、
無
生
忍
は
七
地
、
八
地
、
九
地
に
対
応
す
る
よ
う
で
あ
る
。
法
安
の
無
生
忍
は
八
地
、

の
点
、
法
安
は
順
忍
(
上
品
、
第
六
地
)
と
無
生
忍
(
下
品
、
第
八
地
)
と
の
聞
に
無
生
法
楽
忍
(
第
七
地
)

O
八
に
お
け
る
無
生
忍
と
三
地
と
の
対
応
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
P
二
九

O
八
に
お
け
る
寂
滅
忍
の
三
地
に
関
す
る
説
明
を
確
認
し
て
み
た
い
。

を
設
け
る十
た地
めに
、対

地応
論し
文て
献い
P た計

九

九
地
、
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減
忍
亦
有
三
品
。
下
品
名
法
雲
地
。
第
十
地
普
薩
、
能
一
念
心
中
能
含
納
十
方
諸
仏
説
法
雲
雨
。
復
能
説
法
備
物
、
其
猶
雲
雨
、
故
名
法
雲
。

寂
滅
忍
中
品
名
無
垢
地
。
無
明
煩
悩
能
垢
浄
心
、
金
剛
心
菩
薩
隣
仏
之
解
、
能
断
奄
理
無
知
尽
、
故
名
無
垢
。
仏
寂
滅
忍
上
品
名
妙
覚
地
。
此

通

名

解

義

、

仏

亦

名

忍

。

(

『

蔵

外

地

論

宗

文

献

集

成

』

・

一

三

O
頁
)

「
中
寺
法
安
法
師
解
十
地
義
」
の
講
義
記
録
か
ら
み
る
と
、
法
安
は
寂
滅
忍
を
説
い
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
無
垢
地
と
妙
覚
地
と
を
説
く
経
典
は

『
菩
薩
理
務
本
業
経
』
で
あ
る
。
『
普
薩
喫
洛
本
業
経
』
は
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
の
四
十
位
と
無
垢
地
・
妙
覚
地
の
二
位
と
を
合
わ
せ

て
四
十
二
位
と
い
う
修
行
段
階
を
提
示
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
前
掲
の
資
料
を
見
る
と
、
地
論
教
学
で
は
菩
薩
十
地
の
後
に
金
剛
心
普

薩
の
無
垢
地
と
仏
の
妙
覚
地
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
明
陳
で
あ
る
。
こ
れ
は
成
実
浬
撰
師
で
あ
る
法
安
の
見
解
が
よ
り
進
展
し
た
か
た
ち
で
の
教
学

と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。



法
安
は
三
惑
(
或
い
は
困
惑
)
と
三
忍
(
或
い
は
四
忍
)
と
十
地
を
対
応
さ
せ
る
見
解
を
取
り
、
地
論
文
献
P
二
九

O
八
で
は
五
忍
と
十
二
地
(
十

地
十
無
垢
地
・
妙
覚
地
)
を
対
応
さ
せ
る
見
解
を
取
る
。
と
こ
ろ
が
、
信
忍
の
三
地
(
初
地
か
ら
三
地
)
と
順
忍
三
地
(
四
地
か
ら
六
地
)
の
対
応

関
係
と
、
離
垢
地
・
明
地
・
炎
地
の
解
説
及
び
用
語
の
一
致
が
窺
え
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
『
十
地
経
論
』
を
参
照
し
な
か

っ
た
法
安
の
十
地
解
釈
と
、
『
十
地
経
論
』
を
参
照
し
た
地
論
の
十
地
解
釈
が
部
分
的
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
以
上
の
議
論
は
「
四
依
義
」
に
お
け
る
五
忍
を
説
明
す
る
箇
所
で
あ
る
。
北
本
『
浬
繋
経
』
(
四

O
巻
)
に
は
「
四
依
品
」
が

な
い
た
め
、
「
四
依
義
」
は
南
本
『
浬
繋
経
』
(
三
六
巻
)
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
理
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
地
の
浬
興
教
学
が
北
地
の
地
論
教

学
に
流
入
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
。
「
四
依
義
」
の
後
、

P
二
九

O
八
で
は
「
就
断
惑
以
制
四
依
」
を
記
述
す
る
。

性
地
、
解
行
二
十
心
、
現
得
生
法
二
空
、
能
深
伏
煩
悩
、
制
為
初
依
。
従
初
地
至
六
地
、
得
真
空
無
漏
、
能
永
断
三
界
見
諦
修
道
二
輪
煩
悩
、

制
為
第
二
依
。
七
地
断
愛
仏
功
徳
、
八
断
色
慶
無
知
、
九
地
断
心
塵
無
知
、
名
那
含
普
薩
、
制
為
第
三
依
。
十
地
断
色
心
集
起
無
知
、
名
阿
羅

漢

菩

薩

、

制

為

第

四

依

。

(

『

蔵

外

地

論

宗

文

献

集

成

』

・

二

ニ

一

頁

)
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以
上
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
地
の
名
称
を
表
記
し
て
は
い
な
い
が
、
断
惑
と
十
地
と
四
依
と
の
対
応
関
係
が
次
(
図

2
)
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
る
。

mn 
初
依
(
凡
夫
)

煩
悩
を
伏
す
る

〔
三
界
〕

思見
惟諦
煩煩
悩日 悩

を
断
じ
る

十
段
階

〔
三
界
〕

龍
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学
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十
地

を
断
じ
る

(図

2
)

第
三
依
ー
ム
I

l

-

-

(
那
含
菩
薩
)
「
ー
ー
ー

第
四
依
(
阿
羅
漢
)
|
|
|

九八七
地地地

愛
仏
功
徳

色
塵
無
知

心
塵
無
知

:
色
心
集
起
無
知

-
'
を
断
じ
る

第
六
地
に
お
い
て
三
界
の
見
諦
惑
・
思
惟
惑
を
断
じ
、
七
地
に
お
い
て
仏
法
を
愛
着
す
る
功
徳
を
断
じ
る
と
い
う
内
容
は
、
法
安
が
説
い
た
初
地

か
ら
七
地
ま
で
の
断
惑
論
(
前
掲
し
た
図
l
)
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
、
地
前
に
お
い
て
種
性
地
と
解
行
地
を
用
い
る
こ
と
も

ま
た
法
安
と
同
様
の
見
解
で
あ
る
。

さ
ら
に

P
二
九

O
八
で
は
直
接
に
南
方
諸
師
の
見
解
を
引
用
し
て
い
る
。

若
依
南
方
諸
師
解
、
習
種
性
伏
欲
界
見
諦
。
性
地
伏
色
界
見
諦
。
解
行
地
伏
無
色
見
諦
。
初
地
断
欲
界
見
諦
、
伏
欲
界
修
道
。
二
地
断
色
界
見

諦
、
伏
色
界
修
道
。
三
地
断
無
色
界
見
諦
、
伏
無
色
修
道
。
園
地
断
欲
界
修
道
、
伏
七
地
愛
仏
功
徳
惑
。
五
地
断
色
界
修
道
、
伏
八
地
色
塵
無

知
。
六
地
断
無
色
界
修
道
、
伏
九
地
心
塵
無
知
。
七
地
断
愛
仏
功
徳
、
伏
十
地
色
心
集
起
無
知
習
。
八
地
断
色
塵
無
知
。
九
地
断
心
塵
無
知
。

十
地
断
色
心
集
起
無
知
。
住
前
三
十
心
菩
薩
、
唯
伏
不
断
、
従
初
地
至
七
地
、
亦
断
亦
伏
。
八
地
以
上
唯
断
不
伏
。

(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一
三
一
頁
)
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こ
こ
で
の
「
南
方
諸
師
」
の
説
は
お
そ
ら
く
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
に
見
ら
れ
る
南
朝
教
理
学
に
お
け
る
断
惑
説
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
南
方
諸
師
は
煩
悩
を
伏
す
る
十
地
と
、
煩
悩
を
断
じ
る
十
地
と
い
う
二
種
を
説
い
て
お
り
、
こ
れ
と
法
安
の
見
諦
惑
・
思

惟
惑
・
無
明
住
地
惑
の
対
治
の
あ
り
方
と
を
比
較
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
南
方
諸
師
の
見
解
は
法
安
の
見
解
を
よ
り
詳
細
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
対
治
は
「
伏
す
る
」
「
断
じ
る
」
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
も
の
の
、
法
安
の
「
十
地
義
」
と
「
南
方
諸
師
」

お
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
共
通
し
て
い
る
。

ァ
、
地
前
の
三
十
心
を
用
い
る
。
そ
し
て
初
地
に
至
る
ま
で
を
性
地
と
解
行
地
の
二
っ
と
す
る
。

の
見
解
に



ィ
、
第
六
地
に
お
い
て
、
三
界
に
お
け
る
見
・
思
の
二
惑
を
断
じ
る
。

ゥ
、
第
七
地
に
お
い
て
、
仏
果
に
愛
着
す
る
惑
(
見
・
恩
の
余
引
)
を
断
じ
る
。

な
お
、
そ
の
他
の
地
論
文
献
、
例
え
ば

P
一
二
八
三
V
の
背
面
に
「
解
断
伏
義
」
が
あ
り
、
信
忍
三
地
、
順
忍
三
地
と
三
途
(
地
獄
・
餓
鬼
・
畜

生
)
の
惑
・
人
天
の
惑
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
解
釈
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
地
論
文
献
に
お
け
る
断
惑
論
と
十
地
に
関
す
る
詳
細
な
考
察
は
別

の
論
に
譲
り
た
い
。
あ
く
ま
で
も
本
章
は
、
法
安
と
地
論
文
献
に
お
け
る
十
地
解
釈
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

五

ニ
論
文
献
に
見
ら
れ
る

「
十
地
断
伏
義
」

既
に
紹
介
し
た
通
り
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
は
三
論
学
派
の
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
雀
鉛
植
氏
に
よ
る
と
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に

は
「
十
地
義
」
(
巻
五
欠
)
・
「
二
諦
義
」
(
巻
一
ニ
)
・
「
仏
性
義
」
(
巻
六
)
・
「
三
乗
義
」
(
巻
十
二
)
な
ど
の
議
論
が
含
ま
れ
て
お

h
、
当
時
の
三
論

教
学
が
『
十
地
経
論
』
や
如
来
蔵
系
経
論
な
ど
の
漢
訳
文
献
に
基
づ
い
て
教
理
を
整
備
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
章
は
、
三
論
学
派
の

慧
均
が
記
録
し
た
成
実
師
の
「
十
地
断
伏
義
」
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
慧
均
は
以
下
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
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第
一
明
断
伏
義
。
略
如
「
夢
覚
義
」
中
釈
也
、
今
約
地
明
之
、
十
地
義
、
成
実
論
師
推
与
荘
厳
家
也
。

雄
盛
明
之
、
復
後
時
菩
提
勅
那
両
三
蔵
来
、
翻
『
十
地
論
』
、
功
用
由
帰
両
師
也
。

周
斉
二
園
、
盛
明
十
地
義
。
此
義
従
来

(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
・
二
六
九
頁
)

こ
れ
を
解
釈
す
れ
ば
、
「
〔
煩
悩
の
〕
断
と
〔
煩
悩
の
〕
伏
を
解
釈
す
る
と
、
要
点
は
「
夢
覚
義
」
(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
巻
四
、
散
逸
)
に
解

説
し
た
通
り
で
あ
る
。
今
、
地
を
主
題
と
し
て
こ
れ
を
解
明
す
る
と
、
十
地
義
に
関
し
て
成
実
論
師
は
代
表
と
し
て
荘
厳
家
を
挙
げ
る
。
十
地
義
は

北
周
(
五
五
六

1
五
八
一
)
と
北
斉
(
五
五

0
1
五
五
七
)
の
二
国
で
は
盛
ん
に
解
明
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
菩
提
流
支
(
?
|
五

O
八

1
五
三
五

!
?
)
と
鞠
那
摩
提
(
?
|
五

O
八
|
?
)
が
北
貌
(
三
八
六

1
五
三
四
)
に
到
来
し
て
『
十
地
経
論
』
を
翻
訳
し
た
〔
の
で
、
以
前
よ
り
も
更
に
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十
地
義
の
解
明
が
進
ん
だ
〕
、
そ
の
功
績
は
菩
提
流
支
と
勅
那
摩
提
の
二
人
の
師
に
帰
せ
ら
れ
る
」

慧
均
に
よ
れ
ば
十
地
断
伏
義
は
二
つ
の
特
徴
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
成
実
論
』
に
基
づ
く
解
釈
と
『
十
地
経
論
』
に
基
づ
く
解
釈
で
あ

る
。
こ
こ
に
成
実
論
師
の
代
表
と
し
て
の
荘
厳
寺
僧
畏
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
法
安
は
僧
畏
よ
り
前
世
代
の
成
実
論
師
で

あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
お
け
る
四
惑
論
を
見
て
み
よ
う
。

と
な
ろ
う
。

今
『
成
実
論
』
、
釈
十
地
断
伏
義
不
問
。
一
荘
厳
家
云
。
所
伏
之
或
、
略
有
四
種
。
一
者
見
諦
或
、
二
者
思
惟
、
三
者
習
気
、
四
者
無
知
也
。

於
此
困
惑
、
分
為
十
品
。
見
諦
或
為
一
二
、
調
上
中
下
品
、
従
多
為
言
。
以
上
品
生
地
獄
、
中
品
招
畜
生
、
下
品
堕
鬼
神
、
如
『
論
』
説
也
。
以

思
惟
為
三
品
、
即
繋
三
界
。
欲
愛
住
地
以
為
上
品
、
色
愛
住
地
以
為
中
品
、
有
愛
住
地
以
為
下
品
也
。
此
三
界
思
惟
繋
地
。
必
異
不
同
也
。
見

諦
配
於
三
塗
。
是
従
多
説
之
也
。
習
気
是
見
思
之
余
残
、
故
不
須
分
別
、
合
為
一
分
也
。
無
明
住
地
其
カ
最
強
、
能
都
深
行
、
断
之
最
久
。
且

約
事
相
、
分
為
三
別
。
調
色
塵
無
知
以
為
上
品
。
心
難
無
知
以
為
中
品
。
集
起
無
知
以
為
下
品
。
『
誠
論
』
三
無
知
、
互
有
色
細
。
今
以
従
多

遂

事

故

、

知

向

説

也

。

於

四

分

中

、

開

為

十

品

、

亦

十

階

伏

之

。

(

『

大

乗

四

論

玄

義

記

』

・

二

六

九

l
二
七

O
頁
)

-60一

要
点
を
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
荘
厳
家
は
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
習
気
・
無
明
住
地
惑
と
い
う
困
惑
を
説
い
て
い
る
。
習
気
は
見
諦
惑

・
思
惟
惑
の
余
残
で
あ
る
。
こ
の
困
惑
が
十
品
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
荘
厳
家
の
四
惑
論
は
実
に
法
安
の
三
惑
論
(
見
諦
惑

・
思
惟
惑
・
〔
見
思
の
余
引
〕
・
無
明
住
地
惑
、
前
述
図

l
)

と
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
法
安
と
同
様
に
、
荘
厳
家
も
困
惑
と

三
途
・
三
界
を
共
通
に
論
じ
て
い
る
。
見
諦
惑
の
上
・
中
・
下
三
品
は
地
獄
・
畜
生
・
鬼
神
に
対
応
す
る
。
こ
れ
は
『
成
実
論
』
に
説
か
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
思
惟
惑
の
三
品
は
欲
愛
・
色
愛
・
有
愛
の
三
界
住
地
に
縛
属
す
る
。
無
明
住
地
惑
は
そ
の
力
が
最
強
で
あ
り
、
よ
く
深
い
修
行
を
障
り
、

こ
れ
を
断
じ
る
こ
と
は
最
も
時
聞
が
か
か
る
。
無
明
住
地
惑
は
『
勝
量
経
』
に
よ
る
解
釈
で
あ
久
、
こ
れ
も
法
安
の
「
即
『
勝
霊
経
』
謂
う
所
の
「
無

明
住
地
惑
」
也
」
と
一
致
す
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
明
確
に
な
る
こ
と
は
、

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

無
明
住
地
が
事
相
の
立
場
に
よ
っ
て
、
色
塵
無
知
・
心
難
無
知
・
集
起
無
知
と
い
う
三
つ
に
分

こ
の
よ
う
な
分
け
方
は
『
勝
重
経
』
に
説
か
れ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
正
新
情



大
蔵
経
や
中
華
大
蔵
経
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
て
み
る
と
、
色
塵
無
知
・
心
難
無
知
・
集
起
無
知
と
い
う
三
つ
の
用
語
が
セ
ッ
ト
と
し
て

見
ら
れ
る
の
は
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
に
お
け
る
宝
亮
は
「
以
類
十
地
菩
薩
、
断
色
心
鑑
障
乃
尽
、

而
色
心
集
起
之
源
未
断
」
(
大
正
三
七
・
四
三
六
下
)
と
述
べ
て
い
る
。
宝
亮
も
す
で
に
「
色
・
心
集
起
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
無
明
住
地
惑
に
対
す
る
三
つ
の
分
類
に
関
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
成
実
浬
繋
師
で
あ
る
宝
亮
の
時
代
に
は
既
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
論
文
献

P
二
九

O
八
に
は
、
「
色
塵
無
知
・
心
塵
無
知
・
色
心
集
起
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

無
知
・
色
心
集
起
無
知
」
(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
一

O
O
頁
)
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
要
す
る
に
、

せ
よ
、
無
明
住
地
惑
に
対
す
る
分
析
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
お
け
る
困
惑
の
十
品
と
修
行
段
階
な
ど
の
記
述
を
確
認
し
た
い
。

P
二
一
八
三
に
も
「
色
塵
無
知
・
心
塵

成
実
浬
繋
学
派
に
せ
よ
、
地
論
学
派
に

第
一
、
地
前
。
前
十
心
、
伏
見
諦
上
品
。
第
二
、
中
十
心
、
伏
見
諦
中
品
。
第
三
、
後
十
心
、
伏
見
諦
下
品
。
第
四
、
初
地
、
伏
欲
界
思
惟
。

第
五
、
二
地
、
伏
色
界
思
惟
。
第
六
、
三
地
、
伏
無
色
界
思
惟
。
第
七
、
園
地
、
能
伏
余
習
気
。
第
八
、
五
地
、
伏
色
塵
無
知
。
第
九
、
六
地
、

伏
心
難
無
知
。
第
十
、
七
地
、
伏
集
起
無
知
也
。
所
以
必
論
於
地
前
伏
見
諦
惑
尽
者
、
従
凡
成
聖
、
此
事
良
難
、
見
諦
違
聖
道
。
若
伏
此
惑
己
、

方

可

入

聖

位

。

知

其

未

辺

、

不

容

得

道

也

。

(

『

大

乗

四

論

玄

義

記

』

・

二

七

O
頁
)
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こ
れ
に
基
づ
い
て
十
の
修
行
段
階
と
惑
を
伏
す
る
と
の
対
応
を
図
示

(図

3
)

し
て
み
よ
う
。

初
の
十
心

第
二
の
十
心

第
三
の
十
心

初
地
二
地

見
諦
惑
上
品

見
諦
惑
中
品

見
諦
惑
下
品

欲
界
思
惟
惑

色
界
思
惟
惑

0.
，，，

.d 

'
B
E
『

'
E
4
.

，a'''

地
前
三
十
心

↓ 

三
つ
の
段
階

''''a
・4• • • 

'

『

E
E
E

，J司，，，，，
E

初
地
か
ら
三
地

三
つ
の
段
階
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地

無
色
界
思
惟
惑

余
の
習
気

色
塵
無
知

心
難
無
知

〔
色
心
〕
集
起
無
知

七六五園
地地地地

'
ι
1
1
1
1
B
d
 

E
'
e
e
2
8
4

，，
a
e
-
-
-

第
四
地
の
み

五
地
か
ら
七
地
↓

さ
ら
に
、

荘
厳
家
の
解
釈
は
困
惑
を
十
段
階
で
伏
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

道
を
断
ず
る
十
段
階
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。

断
道
亦
十
階
。
初
地
断
見
諦
上
品
。
二
地
断
見
諦
中
品
。
三
地
断
見
諦
下
品
。

七
地
断
習
気
。
八
地
断
色
塵
無
知
。
九
地
断
心
難
無
知
。
十
地
断
集
起
無
知
。

こ
の
十
地
の
断
煩
悩
を
図
示

一
つ
の
段
階

三
つ
の
段
階

十
段
階

(図

3
)

四
地
断
欲
界
思
惟
。

五
地
断
色
界
思
惟
。
六
地
断
無
色
思
惟
。

(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
・
二
七

O
頁
)

(図

4
)

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

九八七六五四三二初
地地地地地地地地地

見
諦
惑
上
品

見
諦
惑
中
品

見
諦
惑
下
品

欲
界
思
惟
惑

色
界
思
惟
惑

無
色
界
思
惟
惑

習
気

色
塵
無
知

心
難
無
知

E
E
E
a
-
-
4

，a
'
B
E
-
-
-

-
B
E

・E
・4
E
E
E
E
g
E
E
E

-
-
-
E
E

，4
a
a
s
l
'
a
a
'
 

初
地
か
ら
三
地

四
地
か
ら
六
地

第
七
地
の
み

八
地
か
ら
十
地

三
つ
の
段
階

↓ 

三
つ
の
段
階

一
つ
の
段
階

三
つ
の
段
階

十
段
階
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十
地

〔
色
心
〕
集
起
無
知

(図

4
)

以
上
は
、
慧
均
が
記
述
し
た
十
段
階
に
よ
っ
て
煩
悩
を
伏
す
る
十
地
と
煩
悩
を
断
じ
る
十
地
と
い
う
こ
種
の
見
解
で
あ
る
。

に
記
録
さ
れ
た
南
方
諾
師
の
見
解
と
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
慧
均
は
浬
襲
師
の
僧
亮
や
開
善
寺
智
蔵
の
見
解
を
も
引
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は

P
二
九

O
八

引
大
亮
師
釈
「
生
生
」
中
云
、
三
住
見
諦
尽
、
四
住
欲
界
思
惟
尽
也
。
開
善
等
云
、
六
地
之
末
必
与
羅
漢
斉
功
、
故
無
色
結
尽
、
如
『
理
務
経
』

意

也

。

又

即

知

玉

地

色

界

思

惟

尽

也

。

(

『

大

乗

四

論

玄

義

記

』

、

二

七

O
頁
)

大
亮
は
僧
亮
(
『
高
僧
伝
』
釈
道
亮
)

の
こ
と
で
あ
る
が
、
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
巻
四
六
に
は
以
下
の
よ
う
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

僧
亮
日
。
三
住
見
諦
結
尽
、
四
住
欲
界
思
惟
結
尽
、
於
欲
界
生
。
雄
生
不
生
、
以
生
自
在
故
也
。

(
大
正
三
七
・
五
一
八
中
)
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傍
線
部
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
お
け
る
「
大
亮
師
釈
」
は
『
大
般
浬
襲
経
集
解
』
の
僧
亮
の
見
解
と
全
く
同
じ

で
あ
る
。
開
善
は
開
善
寺
智
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
智
蔵
は
法
安
の
講
義
現
場
で
の
質
問
者
と
し
て
、
法
安
が
講
義
し
た
「
十
地
義
」
の

内
容
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
僧
亮
と
智
蔵
に
よ
れ
ば
、
三
地
で
見
諦
惑
を
滅
尽
す
る
こ
と
、
園
地
で
欲
界
思

惟
惑
を
滅
尽
す
る
こ
と
、
六
地
で
無
色
界
の
煩
悩
を
滅
尽
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
で
は
智
蔵
の
見
解
を
補
足
す
る
た
め
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
提
示
す
る
。

二
少
(
小
)
荘
厳
龍
光
伝
聞
善
義
。
或
云
三
地
断
見
惑
尽
、
或
云
初
地
断
見
惑
尽
、
而
多
用
初
地
尽
。
故
開
普
門
徒
報
思
等
、
依
『
理
洛
経
』

云
、
初
地
菩
薩
断
見
諦
惑
。
故
『
十
地
論
』
亦
云
、
初
地
見
諦
惑
尽
也
、
二
地
菩
薩
断
人
中
煩
悩
、
三
地
普
薩
断
天
上
煩
悩
、
四
地
菩
薩
断
三

禅
巳
下
煩
悩
、
五
地
普
薩
断
三
空
己
下
煩
悩
、
六
地
菩
薩
断
非
相
想
非
非
想
煩
悩
。
故
五
住
惑
中
後
四
住
地
惑
、
亦
誼
在
其
中
、
是
旧
意
。
彼
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広
四
住
惑
与
見
思
惑
、

(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
・
二
七
一
頁
)

無
別
異
体
、

大
小
両
乗
名
為
異
耳
。

こ
れ
を
解
釈
す
れ
ば
、
「
小
荘
厳
法
師
と
龍
光
寺
法
師
は
開
善
寺
智
蔵
の
、
「
三
地
で
見
諦
惑
を
断
じ
尽
く
す
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
「
初
地
で

見
諦
惑
を
断
じ
尽
く
す
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
初
地
で
〔
見
諦
惑
を
断
じ
〕
尽
く
す
と
い
う
説
を
採
用
す
る
、
と
い
う
教
義
を

伝
え
る
。
し
た
が
っ
て
智
蔵
の
門
人
で
あ
る
報
恩
寺
法
師
な
ど
〔
も
同
様
に
〕
『
菩
薩
瑛
落
本
業
経
』
に
依
拠
し
て
、
「
初
地
の
菩
薩
が
見
諦
惑
を

曲

断
じ
尽
く
す
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
〔
『
菩
薩
理
洛
本
業
経
』
だ
け
で
な
く
〕
『
十
地
論
』
(
『
十
住
論
』
か
)
で
も
「
初
地
で
見
諦
惑
を
断
じ

尽
く
す
」
と
い
九
。
〔
『
菩
薩
理
落
本
業
経
』
に
よ
れ
ば
〕
二
地
の
普
薩
は
人
中
の
煩
悩
を
断
じ
、
三
地
の
菩
薩
は
天
上
の
煩
悩
を
断
じ
、
四
地
の

菩
薩
は
三
禅
以
下
の
煩
悩
を
断
じ
、
五
地
の
普
薩
は
三
空
以
下
の
煩
悩
を
断
じ
、
六
地
の
菩
薩
は
非
想
非
非
想
処
の
煩
悩
を
断
じ
る
と
い
う
。
し
た

が
っ
て
、
五
住
惑
(
無
明
住
地
惑
+
四
住
地
惑
)
の
後
の
四
住
地
惑
(
見
一
切
住
処
・
欲
界
住
地
・
色
界
住
地
・
無
色
界
住
地
)
も
、
六
地
に
至
る

菩
薩
の
断
じ
る
煩
悩
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
師
の
見
解
で
あ
る
。
旧
師
の
い
う
四
住
地
惑
と
見
諦
惑
・
思
惟
惑
と
は
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、

異
な
る
体
が
あ
る
も
の
で
も
な
い
、
大
乗
と
小
乗
の
〔
煩
悩
の
〕
名
称
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。
」
と
な
ろ
う
。

制

慧
均
は
小
荘
厳
寺
法
師
と
龍
光
寺
法
師
の
伝
え
た
開
善
寺
智
蔵
の
見
解
を
指
摘
す
る
。
智
蔵
の
見
解
は
、
見
諦
惑
を
滅
尽
す
る
の
は
初
地
か
或
い

は
三
地
か
と
い
う
こ
説
が
あ
る
。
初
地
に
お
い
て
見
諦
惑
を
滅
尽
す
る
こ
と
は
よ
く
採
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
六
地
の
菩
薩
ま
で
断
滅
す
る
煩
悩
は

四
住
地
惑
で
あ
り
、
別
名
と
し
て
見
諦
惑
・
思
惟
惑
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
安
の
第
六
地
に
お
い
て
思
惟
惑
を
対
治
す
る
見
解
(
前

掲
し
た
図

1
)

に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
記
録
さ
れ
る
「
断
伏
義
」
を
見
て
き
た
が
、
無
論
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
は
多
種
多
様
な
「
断
伏
義
」
が

説
か
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
上
掲
し
た
成
実
論
師
た
る
荘
厳
寺
僧
畏
の
見
解
は
貴
重
で
あ
る
。
僧
畏
の
「
十
地
断
伏
義
」
に
先
行
す
る
法
安
の
「
十

地
義
」
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ァ
、
法
安
も
僧
畏
も
三
惑
(
ま
た
困
惑
)
と
三
忍
(
ま
た
四
忍
)
と
十
地
と
の
対
応
関
係
を
説
い
て
い
る
。

ィ
、
第
六
地
に
お
い
て
、
見
諦
惑
と
思
惟
惑
を
断
じ
る
と
説
く
こ
と
は
、
法
安
、
僧
畏
、
智
蔵
三
師
に
共
通
す
る
。

ゥ
、
僧
畏
も
初
地
の
前
に
三
十
心
を
用
い
る
が
、
こ
の
初
地
は
初
地
か
ら
七
地
ま
で
煩
悩
を
伏
す
る
こ
と
を
論
じ
る
行
位
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

初
地
に
至
る
ま
で
見
諦
惑
を
伏
す
る
こ
と
と
な
る
。
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コ二
、

の
訳
出
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
僧
畏
や
智
蔵
の
十
地
解
釈
は
煩

法
安
に
お
け
る
十
地
解
釈
、
『
菩
薩
喫
務
本
業
経
』
の
成
立
、
『
十
地
経
論
』

悩
を
伏
す
る
十
地
と
煩
悩
を
断
じ
る
十
地
の
二
種
解
釈
ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
。

な
お
、
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
お
け
る
「
断
伏
義
」
は
『
十
地
経
』
、
『
十
住
経
』
、
『
菩
薩
持
地
経
』
、
『
理
務
経
』
、
『
仁
王
経
』
、
『
華
厳
経
』

な
ど
の
諸
経
を
引
用
し
な
が
ら
、
よ
り
複
雑
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
は
成
実
浬
繋
師
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
『
大
乗
四
論

玄
義
記
』
に
対
す
る
詳
細
な
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

六

む
す
び

以
上
、
法
安
の
十
地
義
、
及
び
法
安
の
十
地
義
に
関
連
す
る
地
論
文
献
、

そ
の
検
討
結
果
を
纏
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

(
こ
法
安
が
説
い
た
三
惑
(
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
無
明
住
地
惑
、
ま
た
四
惑
)

枠
組
み
が
南
朝
仏
教
に
お
い
て
共
通
の
煩
悩
論
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
二
)
法
安
に
よ
っ
て
、
三
惑
を
対
治
す
る
こ
と
と
修
行
階
位
が
結
び
付
け
ら
れ
て
、
三
忍
(
ま
た
四
忍
)
と
十
地
と
の
対
応
関
係
が
言
及
さ
れ

た
。
現
存
す
る
羽
二
七
一
『
義
記
』
の
記
録
か
ら
み
る
と
、
成
実
浬
繋
師
で
あ
る
法
安
は
、
種
性
地
・
解
行
地
・
十
地
(
華
厳
十
地
の
名
称
)
の
行

位
解
釈
を
説
い
て
い
る
。

(
四
)
法
安
が
講
説
し
た
三
惑
を
対
治
す
る
こ
と
と
、
十
地
と
の
対
応
は
、
地
論
文
献
と
三
論
文
献
に
お
い
て
、
二
種
の
十
地
解
釈
に
発
展
し
て

い
く
。
つ
ま
り
煩
悩
の
対
治
は
煩
悩
を
伏
す
る
こ
と
と
煩
悩
を
断
じ
る
こ
と
と
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
法
安
と
同
じ
よ
う
に
種
性
地
・
解

行
地
・
十
地
の
行
位
が
説
か
れ
る
が
、
三
忍
と
十
地
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
る
。

(
五
)
法
安
よ
り
後
輩
の
荘
厳
寺
僧
畏
・
開
善
寺
智
蔵
は
、
三
惑
(
ま
た
困
惑
)
と
煩
悩
の
伏
・
断
の
二
種
の
十
地
を
説
い
て
い
る
。
断
・
伏
の

二
説
を
発
展
し
た
こ
と
と
共
に
、
見
諦
惑
を
断
滅
す
る
の
は
初
地
か
ま
た
三
地
か
と
い
う
二
説
も
形
成
し
た
。
け
れ
ど
も
、
修
行
の
第
六
段
階
(
第

六
地
)
に
お
い
て
、
見
諦
惑
・
思
惟
惑
を
断
滅
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
安
(
前
掲
し
た
図

1
)
も
、
僧
宗
も
、
僧
畏
(
前
掲
し
た
図
3
、
図

4
)

三
論
文
献
に
記
述
さ
れ
た
十
地

〔
断
伏
〕
義
な
ど
を
考
察
し
て
き
た
。

は
、
僧
宗
・
宝
売
も
用
い
て
い
た
。

そ
の
た
め
、

三
惑
と
い
う
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も
智
蔵
も
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
地
論
文
献
や
三
論
文
献
で
よ
く
議
論
さ
れ
る
「
断
伏
義
」
そ
の
先
行
教
学
と
し
て
南
朝
仏
教
の
成
実
浬
繋
学
派
に
遡
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
成
実
浬
繋
学
派
、
地
論
学
派
、
三
論
学
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
十
地
解
釈
に
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
成
実
浬
繋

学
派
か
ら
地
論
学
派
や
三
論
学
派
に
影
響
を
与
え
た
後
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
「
断
伏
義
」
は
、
摂
論
学
派
や
天
台
学
派
な
ど
、
そ
の
他

の
学
派
で
も
語
ら
れ
る
重
要
な
テ

l
マ
と
な
る
こ
と
、
ま
た
唐
に
至
っ
て
日
本
と
中
国
と
の
仏
教
交
流
に
お
い
て
も
未
解
決
の
議
題
と
し
て
取
り
扱

“
 

わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
天
台
宗
未
決
』
(
最
澄
問
・
道
遼
答
、
『
旧
新
纂
続
蔵
経
』
五
六
所
収
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

Iま

今
疑
此
断
伏
義
拠
何
経
論
。
『
華
厳
』
『
理
落
』
『
仁
王
』
『
新
金
光
明
』
『
勝
天
王
』
『
大
品
』
『
浬
繋
』
等
経
、
『
十
地
』
『
摂
大
乗
』
『
地
持
』

『
十
住
』
『
婆
沙
』
『
大
智
』
等
論
、
知
是
経
論
、
錐
明
地
位
、
市
未
有
此
傍
正
、
伏
断
請
示
誠
文
。
(
『
目
新
纂
続
蔵
経
』
五
六
・
六
八
四
下
)

こ
こ
で
は
諸
経
論
に
散
在
す
る
断
伏
義
に
注
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
地
(
修
行
)
の
階
位
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ど
ち
ら
の
経
論
が
正
(
主
)

で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
経
論
が
傍
(
従
)
と
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
成
実
浬
襲
師
で
あ
る
法
安
の
十
地
義

(
『
大
般
浬
繋
経
』
、
『
華
厳
経
』
)
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
論
文
献

P
二
九

O
八
に
お
け
る
断
惑
義
と
四
依
義
(
『
十
地
経
論
』
『
理
落
経
』
)
、
三
論

文
献
の
「
十
地
断
伏
義
」
(
『
菩
薩
地
持
経
』
、
『
十
地
経
論
』
、
『
欄
骨
格
経
』
、
)
も
ま
た
、
『
天
台
宗
未
決
』
に
先
行
す
る
断
伏
義
と
な
る
。
南
朝
文

献
羽
二
七
一
『
義
記
』
の
「
中
寺
法
安
解
十
地
義
」
は
中
国
仏
教
教
学
史
上
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
今
後
も
地
論
文
献

や
三
論
文
献
な
ど
を
精
査
・
比
較
し
、
行
位
解
釈
以
外
の
浄
土
や
法
身
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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-
現
存
し
て
い
る
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
の
内
容
に
対
し
て
、
菅
野
博
史
氏
の
論
考
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
部
の
人
師
、
例
え
ば
道
生
・
僧
亮
・
僧
宗
の
教
学
の
一
部

の
み
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
諸
人
師
の
教
学
の
全
体
像
は
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
南
朝
時
期
に
中
国
で
成
立
し
た
経
典
と
、
そ
れ
ら
の
経
典
と
同
時

平
行
に
形
成
さ
れ
た
教
学
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
で
あ
る
。
文
献
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
、
南
朝
に
お
け
る
成
実
、
毘
曇
の
教
学
研
究



は
ほ
ぼ
不
明
の
状
態
で
あ
る
。

2
先
行
研
究
と
し
て
の
論
文
は
次
を
参
照
。
青
木
隆
[
一
九
九
二
]
「
天
台
行
位
説
の
形
成
に
関
す
る
考
察
|
地
論
宗
一
説
と
比
較
し
て
」
(
三
崎
良
周
編
『
日
本
中
国
仏
教

思
想
と
そ
の
展
開
』
、
山
喜
一
房
仏
書
林
)
、
三
七
|
五
四
頁
。
青
木
隆
[
一
九
九
三
]
「
天
台
行
位
説
に
関
す
る
一
、
二
問
題
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
一
(
二
)
所

収
)
。
船
山
徹
[
二

0
0
0
]
「
地
論
宗
と
南
朝
教
学
」
(
荒
牧
典
俊
編
『
北
朝
惰
唐
中
国
仏
教
思
想
史
』
所
収
、
法
蔵
館
)
、
二
二
ニ
ー
一
五
三
頁
。
司
C
X〉
J

戸

室

〉

叶

D
E

[
M
O
-
-
]

“
田
信
也
監
忠
臣
8
号
目
。
目
。
量
目
白
雪
胆

Eh江
口
由
民
〉
品
。
宮
一

asugua，
"
E言
活
九
時
号
令
書

'
b町内
(
N
C
)

・苫
5
・a-

3
菩
提
流
支
と
鞠
那
摩
提
に
よ
っ
て
、
如
来
蔵
や
球
伽
唯
識
の
諸
文
献
が
北
地
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
『
十
地
経
論
』
(
五

O
八
|
五
一
こ
が
訳
出
さ
れ
る
と
、

両
者
の
弟
子
か
ら
、
こ
の
『
十
地
経
論
』
を
根
本
所
依
の
聖
典
と
し
た
一
派
が
成
立
す
る
。
こ
れ
は
地
論
学
派
或
い
は
地
論
宗
と
呼
ば
れ
る
が
、
「
学
派
」
と
「
宗
」
の

ど
ち
ら
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
「
学
派
」
を
採
用
し
て
い
る
。
先
行
研
究
は
、
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
[
二

O

一
O
]
『
地
論
思
想
の
形
成
と
変
容
』
(
図
書
刊
行
会
)
、
同
[
二

O
一
七
]
『
地
論
宗
の
研
究
』
(
国
書
刊
行
会
)
、
青
木
隆
な
ど
編
[
二

O
三
ニ
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集

成
』
(
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
)
、
同
[
二

O
一
三
]
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
続
集
』
(
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
)
な
ど
が
あ
る
。

4
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
『
十
二
門
論
』
『
百
論
』
と
い
う
三
論
を
中
心
に
研
鎖
し
て
い
る
一
派
で
あ
り
、
隔
の
吉
蔵
(
五
四
九
|
六
二
三
)
を
大
成
者
と
さ
れ
て
い
る
。

先
行
研
究
は
、
平
井
俊
栄
[
一
九
七
六
]
『
中
国
般
若
思
想
史
研
究
|
吉
蔵
と
三
論
学
派
』
(
春
秋
社
)
、
平
井
俊
栄
監
修
[
一
九
九

O
]
『
三
論
教
学
の
研
究
』
(
春
秋

社
)
、
伊
藤
隆
寿
[
二

O
一
八
]
『
三
論
宗
の
基
礎
的
研
究
』
(
大
蔵
出
版
)
な
ど
が
あ
る
。

5
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編
、
二

O
O
九
年
『
敦
燈
秘
笈
』
目
録
冊
を
刊
行
し
て
か
ら
、
写
本
の
影
片
集
も
続
々
と
刊
行
し
た
。
羽
二
七
一
『
義
記
』
は
二

O

一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
影
片
冊
四
に
収
録
し
て
い
る
。

6
先
行
研
究
と
し
て
は
、
池
田
将
則
〔
二

O
一
三
]
「
杏
雨
書
屋
所
蔵
敦
埠
文
献
『
義
記
』
(
羽
二
七
二
の
基
礎
研
究
」
(
『
叩
♀
と
♀
帽
同
市
単
』
昌
広
出
)
、
臼
田
淳
三

[二

O
一
四
]
「
擬
南
斉
寛
陵
文
宣
王
所
持
の
「
雑
義
記
」
残
簡
|
『
敦
纏
秘
笈
』
羽
二
七
一
録
文
研
究
|
」
(
龍
谷
大
学
『
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
二
)
、
張
文

良
[
二

O
一
四
]
「
南
朝
十
地
学
の
一
側
面
|
法
安
の
十
地
義
解
釈
を
中
心
と
す
る
|
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
二
(
一
二
)
、
張
凱
[
二

O
一
四
]
「
中
国
南
朝
の

法
身
思
想
に
関
す
る
一
考
察
|
特
に
『
敦
埠
秘
笈
』
羽
二
七
一
『
不
知
題
仏
経
義
記
』
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
『
武
蔵
野
大
学
人
間
科
学
研
究
室
年
報
』
三
)
、
同
[
二

O
一

七
]
「
日
本
杏
雨
書
屋
蔵
羽
二
七
一
『
義
記
』
の
浬
繋
思
想
」
(
『
哲
学
門
』
三
五
輯
)
、
同
[
二

O
一
八
]
「
杏
雨
書
屋
蔵
羽
二
七
一
『
義
記
』
の
三
宝
思
想
」
(
『
東
ア

ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
六
)
な
ど
が
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
『
義
記
』
の
内
容
か
ら
、
薪
子
良
と
直
接
に
関
係
が
あ
る
証
拠
は
確
認
で
き
な
い
。

7
羽
二
七
一
の
講
義
内
容
に
関
し
て
は
、
自
国
淳
三
[
二

O
一
四
]
前
掲
書
、
張
凱
[
二

O
一
四
]
前
掲
書
に
指
摘
が
あ
る
が
、
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
の
題
目
を
比
較
す
る

た
め
、
本
稿
で
は
再
び
提
示
す
る
。

龍
谷
大
学
傍
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
四
号
二

O
二
O
年
三
月
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仏
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8
写
本
は
「
皇
輿
道
明
」
と
写
し
て
い
る
が
、
「
輿
皇
道
明
」
で
あ
る
。

9

『
続
高
僧
伝
』
口
釈
智
蔵
。
前
略
:
・
年
十
六
代
宋
明
帝
出
家
。
以
泰
初
六
年
勅
住
輿
皇
寺
。
事
師
上
定
林
寺
僧
遠
僧
祐
珂
封
剖
弘
宗
。
:
・
中
略
・
:
聖
僧
宝
誌
遷
神
、
電

歩
子
鍾
阜
。
於
墓
前
建
塔
、
剖
制
嗣
劃
可
制
瑚
岡
刻
。
(
大
正
五

0
・
四
六
五
下
|
四
六
六
上
)
。
つ
ま
り
、
智
蔵
が
年
少
時
代
天
安
寺
に
居
し
て
い
た
が
、
後
に
勅
命

に
よ
っ
て
開
善
寺
に
移
居
し
た
の
で
あ
る
。

ω斉
永
明
七
年
十
月
、
文
宣
王
招
集
京
師
碩
学
名
僧
五
百
余
人
。
請
定
林
僧
柔
法
師
謝
寺
慧
次
法
師
、
於
普
弘
寺
迭
講
。
(
大
正
五
五
・
七
八
上
)
。

U
抄
成
実
論
九
巻
〈
斉
武
帝
永
明
七
年
十
二
月
寛
陵
文
宣
王
請
定
林
上
寺
釈
僧
柔
小
荘
厳
寺
釈
慧
次
等
於
普
弘
寺
共
抄
出
〉
。
(
大
正
五
五
・
三
八
上
)
。

ロ
先
行
研
究
は
、
菅
野
博
史
[
一
九
八
六
]
「
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
の
基
礎
的
研
究
」
(
『
東
洋
文
化
』
六
)
、
同
[
一
九
八
五
]
「
『
大
般
浬
紫
経
集
解
』
に
お
け
る
道
生

注
」
(
『
日
本
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
五
)
、
同
[
一
九
八
六
]
「
『
大
般
浬
鍵
経
集
解
』
に
お
け
る
僧
亮
の
教
判
思
想
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
五
ご
)
)
、
同
[
一

九
八
七
]
「
『
大
般
浬
繋
経
集
解
』
に
お
け
る
僧
亮
の
感
応
思
想
」
(
『
東
方
』
三
)
、
問
[
一
九
八
八
]
「
『
大
般
浬
鍵
経
集
解
』
に
お
け
る
僧
宗
の
教
判
思
想
」
(
『
印
度

学
仏
教
学
研
究
』
三
七
三
)
)
が
あ
り
、
後
に
菅
野
博
史
[
二

O
三
ニ
『
南
北
朝
・
階
代
の
中
国
仏
教
思
想
研
究
』
(
大
蔵
出
版
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

日
「
皇
帝
為
霊
味
寺
釈
宝
亮
師
製
義
疏
序
」
は
『
高
僧
伝
』
宝
亮
伝
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
皇
帝
為
霊
味
寺
釈
宝
亮
師
製
義
疏
序
」
は
道
生
(
三
五
五

l
四
三
四
)
、

僧
宗
、
法
安
な
ど
十
師
の
各
序
と
は
全
く
別
の
文
献
で
あ
る
。

M
布
施
浩
岳
[
一
九
七
三
]
『
浬
駒
栄
宗
の
研
究
』
(
〈
後
篇
〉
、
国
書
刊
行
会
)
、
二
三
三
頁
。

時
布
施
治
岳
[
一
九
七
一
二
]
前
掲
書
、
二
四
四
頁
。

“
『
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
「
釈
智
秀
・
:
中
略
:
・
以
天
監
之
初
卒
子
冶
城
寺
、
春
秋
六
十
有
三
」
(
大
正
五

0
・
三
八
一
上
)
と
伝
え
ら
れ
る
。
天
監
は
梁
武
帝
の
年
号

で
あ
り
、
五

O
二
1
五
一
九
年
と
な
る
。

口
布
施
浩
岳
[
一
九
七
三
]
前
掲
書
、
二
四
七
頁
。

回
青
木
隆
な
ど
編
[
二

O
三
ニ
前
掲
書
。
二
二
|
二
八
頁
、
序
文
を
参
照
。

mw
主
な
先
行
研
究
は
雀
鉛
植
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
横
超
慧
日
[
一
九
五
八
]
「
新
出
資
料
・
四
論
玄
義
の
初
章
中
仮
義
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
三
、

同
[
一
九
六
三
]
「
四
論
玄
義
の
初
章
中
仮
義
」
(
『
岩
井
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
)
。
伊
藤
隆
寿
[
一
九
六
九
]
「
慧
均
『
大
乗
四
論
玄
義
』
に
つ
い
て
」
(
『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
一
八
(
一
)
)
、
同
[
一
九
七
二
「
『
大
乗
四
論
玄
義
』
の
構
成
と
基
本
的
立
場
」
(
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
ニ
)
、
同
[
一
九
七
四

a
]
「
『
大
乗
四
論
玄

義
』
逸
文
の
整
理
」
(
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
)
、
同
[
一
九
七
四

b
]
[
一
九
七
五
]
[
一
九
七
六
]
「
三
論
教
学
に
お
け
る
初
章
中
仮
義
(
上
)
」
・
『
問
(
中
)
」
・

「
問
(
下
ご
(
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
論
集
』
=
=
了
三
三
・
三
四
)
、
同
[
二

O
O
九
]
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
に
関
す
る
諸
問
題
」
(
『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四

O
、
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後
に
伊
藤
隆
寿
[
二

O
一
八
]
『
三
論
宗
の
基
礎
的
研
究
』
(
大
蔵
出
版
)
に
収
録
。
そ
の
ほ
か
、
雀
鉛
植
[
二

O
O
八
]
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
百
済
仏
教
」
(
『
駒
沢

大
学
仏
教
学
部
論
集
』
三
九
)
、
握
鉛
植
[
二

O
O
九
]
編
『
校
勘
大
乗
四
論
玄
義
記
』
(
仏
光
社
)
、
同
[
二

O
一
O
]
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
韓
国
古
代
仏
教
思
想

の
再
検
討
」
(
山
口
弘
江
訳
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
八
)
。
菅
野
博
史
[
二

O
一
O
]
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
と
そ
の
周
辺
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八
(
二
)
)
、

同
[
二

O
一一一

a
]
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
「
仏
性
義
」
の
「
第
一
大
意
」
の
分
析
」
(
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
二
四
)
、
[
二

O
一
二
b
]
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
「
仏

性
義
」
の
「
第
二
釈
名
」
の
分
析
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
一
(
一
)
)
、
同
[
二

O
二
ニ
]
「
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
「
仏
性
義
」
の
「
第
三
体
相
」
の
分
析
」
(
『
印

度
学
仏
教
学
研
究
』
六
二
二
)
)
、
な
ど
が
あ
る
o

m
初
出
は
雀
鉛
植
[
二

O
O
九
]
前
掲
書
、
二
三
頁
で
あ
る
。
後
に
橿
鉛
植
[
二

O
一
O
]
前
掲
書
(
山
口
弘
江
訳
『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
八
)
、
七
二
頁
に
日
本
語
訳
を

掲
載
し
て
い
る
。

引
張
文
良
[
二

O
一
四
]
前
掲
書
。

忽
船
山
徹
[
二

O
一
九

b
]
前
掲
書
に
詳
し
い
。
ま
た
、
船
山
徹
[
一
九
九
六
]
「
疑
経
『
党
網
経
』
成
立
の
諸
問
題
」
(
『
仏
教
史
学
研
究
』
三
九
)
に
は
、
僧
宗
、
宝
亮

の
三
十
心
に
つ
い
て
の
検
討
が
あ
る
。

mu
張
文
良
[
二

O
一
四
]
に
は
、
『
勝
霊
経
』
の
説
に
よ
る
と
、
見
諦
惑
・
思
惟
惑
・
無
明
住
地
惑
は
そ
れ
ぞ
れ
「
学
道
凡
夫
」
「
有
学
聖
人
」
「
阿
羅
漢
」
の
対
治
煩

悩
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
『
勝
髭
経
』
に
類
似
す
る
見
解
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
真
諦
訳
『
仏
性
論
』
に
「
二
由
一
惑
者
、
即
阿
羅
漢
由
無
明
住

地
故
不
浄
。
三
由
二
惑
者
、
謂
見
諦
思
惟
、
即
有
学
聖
凡
夫
学
道
。
凡
夫
由
見
諦
煩
悩
故
不
浄
。
有
学
聖
人
由
思
惟
煩
悩
故
不
浄
。
」
(
大
正
=
=
・
八

O
七
下
)
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
安
(
四
五
四
|
四
九
六
)
が
『
仏
性
論
』
(
五
四
六
以
降
訳
)
を
参
照
し
た
可
能
性
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

M
A

池
田
将
則
[
二

O
一
七
]
「
敦
建
出
土
地
論
宗
教
理
集
成
文
献
ス
タ
イ
ン
六
一
三

V
第
二
一
章
「
経
弁
五
住
地
煩
悩
義
」
に
み
ら
れ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
教
理
に
つ
い
て
」

(
金
剛
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
地
論
宗
の
研
究
』
、
三
二
三
三
五
六
頁
)
を
参
照
。

お
『
勝
露
経
』
一
煩
悩
有
二
種
、
何
等
為
二
。
謂
倒
瑚
倒
削
剥
剖
倒
制
。
倒
制
制
剛
樹
1
吋
割
利
回
。
割
引
↓
刈
倒
制
可
制
到
倒
制
1
剖
到
倒
叫
1
剖
到
倒
制
。
此
四
穏

住
地
、
生
一
切
起
煩
悩
。
起
者
利
那
心
剥
那
相
応
。
世
尊
、
心
不
相
応
無
始
無
明
住
地
。
世
尊
、
此
四
住
地
力
、
一
切
上
煩
悩
依
種
、
比
無
明
住
地
、
算
数
響
喰
所
不

能
及
。
(
大
正
二
一
・
二
二

O
上
)
。
『
勝
髭
経
』
の
煩
悩
論
に
つ
い
て
は
、
中
村
元
[
二

O
O
三
]
『
維
摩
経
勝
髪
経
』
(
東
京
書
籍
、
一
一
九
|
一
二

O
頁
)
に
詳

し
い
。

お
『
究
網
経
』
『
壊
務
経
』
と
同
じ
よ
う
に
中
国
で
成
立
し
た
経
典
で
あ
り
、
『
仁
王
経
』
の
成
立
時
期
は
四
五
二
年
か
ら
三
十
年
ほ
ど
の
聞
と
推
測
し
て
い
る
。
船
山

徹
[
一
九
九
六
]
前
掲
書
に
詳
し
い
。

龍
谷
大
学
悌
教
学
研
究
室
年
報
第
二
十
四
号
二

O
二
O
年
三
月
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中
国
南
朝
仏
教
の
行
位
解
釈
に
関
す
る
一
考
察
(
貌
)

幻
方
広
錫
編
[
一
九
九
五
]
『
蔵
外
仏
教
文
献
』
(
第
二
輯
)
、
宗
教
文
化
出
版
社
。
二
九
三
|
三
五
四
頁
o

m
南
本
『
大
般
浬
繋
経
』
一
善
男
子
、
仏
性
者
所
謂
十
力
四
無
所
畏
大
悲
三
念
処
。
斗
吋
剥
剖
剖
制
ゴ
割
賦
煩
悩
故
然
後
得
見
。

四
無
所
畏
大
悲
三
念
処
。
以
是
義
故
、
我
常
宣
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
(
大
正

=7七
七

O
上
)
。

叩

U

南
本
『
大
般
浬
駒
栄
経
』
一
仏
言
、
善
男
子
。
割
州
創
出
、
雄
有
青
黄
赤
白
之
異
、
長
短
質
像
、
盲
者
不
見
。
錐
復
不
見
、
亦
不
得
言
無
青
黄
赤
白
、
長
短
質
像
。
何
以

故
、
盲
雄
不
見
、
有
目
見
故
、
仏
性
亦
爾
。
一
切
衆
生
、
錐
不
能
見
、
十
住
菩
薩
見
少
分
故
、
如
来
全
見
。
十
住
菩
薩
、
所
見
仏
性
、
如
夜
見
色
。
如
来
所
見
、
如
昼

見
色
。
善
男
子
、
警
如
隠
者
、
見
色
不
了
。
有
善
良
医
而
為
治
目
、
以
薬
カ
故
得
了
了
見
。
十
住
菩
薩
、
亦
復
如
是
。
雄
閲
凶
凶
不
能
明
了
、
以
首
拐
厳
三
昧
力
、
故

能
得
明
了
。
(
大
正
一
一
了
七
六
九
下
|
七
七

O
上
)
。

均
四
弁
は
四
無
磯
智
で
あ
る
。
南
本
『
大
般
浬
繋
経
』
に
よ
れ
ば
、
法
無
礎
、
義
無
礎
、
辞
無
礎
、
楽
説
無
磯
と
い
う
四
つ
を
さ
す
。

H
N

仏
駄
駿
陀
羅
訳
『
華
厳
経
』
υ

菩
薩
摩
詞
薩
智
地
有
十
、
:
・
中
略
・
:
何
等
為
十
。
一
日
歓
喜
、
二
日
離
垢
、
三
日
明
、
四
日
焔
、
五
日
難
勝
、
六
日
現
前
、
七
日
遠
行
、

八
日
不
動
、
九
日
善
慧
、
十
日
法
雲
。
(
大
正
九
・
五
四
二
下
|
五
四
三
上
)
。

ロ
船
山
徹
[
二

O
O
O
]
前
掲
書
。

お
宝
亮
目
。
就
文
求
義
、
此
実
為
難
。
云
何
行
階
、
法
雲
猶
不
知
有
仏
性
、
方
須
仏
説
、
乃
得
見
耶
。
此
謂
住
前
品
川
心
中
。
初
十
心
者
名
十
住
也
。
第
廿
心
名
為
十
行
。

矧
州
叫
剥
叶
剖
吋
。
若
使
菩
薩
、
雄
無
量
劫
修
行
苦
行
、
不
聞
浬
繋
経
者
、
信
首
五
根
、
終
不
可
立
。
信
根
立
時
、
正
第
品
川
心
也
。
(
大
正
三
七
・
四
六
二
下
)
。
船
山

徹
氏
は
、
宝
亮
の
住
前
三
十
心
説
の
直
接
の
典
拠
は
『
瑛
略
本
業
経
』
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
船
山
徽
[
一
九
九
六
]
前
掲
書
、
六
七
頁
o

M
僧
宗
と
宝
亮
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
船
山
徹
[
二

O
O
O
]
前
掲
書
、
二
二
九
頁
を
参
照
。

お
僧
宗
目
、
啓
間
以
見
諦
為
像
、
思
惟
為
細
。
菩
薩
以
三
界
為
鑑
、
習
気
為
細
。
制
対
倒
鮒
叫
1
刷
司
副
州
剰
刺
。
如
須
陀
湿
断
見
諦
尽
也
。
七
住
始
侵
習
気
如
斯
陀
含

侵
思
惟
結
也
。
宝
亮
日
。
従
初
地
詑
六
地
。
若
一
豪
惑
未
尽
己
来
。
如
須
陀
一
但
断
見
諦
惑
尽
。
斯
陀
含
断
欲
界
思
惟
六
品
結
尽
謹
果
行
向
。
但
使
欲
界
一
豪
惑
未
尽
。

猶
名
斯
陀
含
。
以
来
離
欲
界
故
也
。
(
大
正
三
七
・
四
三
六
中
|
下
)
。

Hm
船
山
徹
「
二

0
0
0
」
前
掲
書
、
二
二
九
を
参
照
。

竹
山
同
注
2
0

刊
品
本
稿
で
扱
う
教
理
集
成
文
献
P
二
九

O
八
は
北
貌
洛
陽
期
に
成
立
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
地
論
北
道
派
の
文
献
で
あ
ろ
う
か
、
地
論
南
道
派
の
文

献
で
あ
ろ
う
か
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
献
よ
り
地
論
学
派
の
教
学
が
窺
え
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
本
稿
で
言
及
し
て
い
る

P
一
二
八
三

も
同
様
で
あ
る
。

一
間
提
等
破
一
間
提
。
然
後
能
得
十
カ
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銀
十
者
数
法
。
地
者
菩
薩
善
根
階
級
住
処
。
:
・
中
略
・
:
菩
薩
在
初
地
、
始
得
善
法
味
、
心
多
歓
喜
故
名
岡
国
凶
。
第
二
地
中
、
行
十
善
道
、
離
諸
垢
故
名
岡
阿
幽
。
第

三
地
中
、
広
博
多
学
、
為
衆
説
法
、
能
作
照
明
、
故
名
為
闘
幽
。
第
四
地
中
、
布
施
持
戒
、
多
聞
転
増
、
威
徳
蛾
盛
、
故
名
為
閥
凶
。
第
五
地
中
、
功
徳
カ
盛
、
一
切

諸
魔
不
能
壊
、
故
名
聞
酬
凶
。
第
六
地
中
、
障
魔
事
己
、
諸
菩
薩
道
法
、
皆
現
在
前
、
故
名
聞
刷
凶
。
第
七
地
中
、
去
三
界
遠
、
近
法
王
位
、
故
名
岡
国
凶
。
第
八
地

中
、
若
天
魔
発
沙
門
婆
羅
門
、
無
能
動
其
願
、
故
名
閑
刷
刷
一
。
第
九
地
中
、
其
慧
転
明
、
調
柔
増
上
、
故
名
闇
困
問
幽
。
第
十
地
中
、
菩
薩
於
十
方
無
量
世
界
、
能
一
時

雨
、
法
雨
如
劫
焼
己
、
普
謝
大
雨
、
名
岡
国
凶
。
(
大
正
二
六
・
二
三
上
)
。

川
判
観
世
音
白
仏
言
、
世
尊
、
何
故
初
地
名
歓
喜
地
、
乃
至
仏
地
名
為
仏
地
。
仏
告
観
世
音
、
出
昇
大
義
、
得
出
世
間
、
心
勝
妙
歓
喜
故
、
初
地
名
岡
国
凶
。
離
一
切
細

微
犯
戒
故
、
第
二
地
名
岡
阿
凶
。
彼
三
味
聞
持
、
依
無
量
智
光
明
故
、
第
三
地
名
聞
凶
。
以
智
火
焔
、
焼
諸
煩
悩
、
修
習
菩
提
分
法
故
、
第
四
地
名
岡
凶
。
彼
方
便
修

習
諸
菩
提
分
法
、
銀
難
勤
苦
、
而
得
自
在
故
、
第
五
地
名
聞
捌
凶
。
現
前
観
察
諸
行
生
、
及
多
相
思
惟
故
、
第
六
地
名
聞
嗣
凶
。
不
断
無
関
無
相
思
惟
、
遠
入
近
清
浄

地
故
、
第
七
地
名
園
阿
凶
。
無
相
無
開
発
相
煩
悩
、
不
行
不
動
故
、
第
八
地
名
閑
剛
凶
。
一
切
種
説
法
自
在
、
得
無
過
広
大
智
故
、
第
九
地
名
闇
岡
幽
。
如
虚
空
等
過

悪
、
以
如
大
雲
法
身
周
遍
覆
故
、
第
十
地
名
岡
閤
幽
。
細
微
煩
悩
爾
焔
障
断
、
得
無
磯
無
障
爾
焔
一
切
穏
覚
故
、
第
十
一
地
名
仏
地
。
(
大
正
一
六
・
七
一
五
上
|
中
)
。

制
云
何
名
岡
国
幽
。
出
過
凡
夫
、
得
不
思
議
、
出
世
間
道
、
心
生
歓
喜
故
名
歓
喜
地
。
云
何
名
為
岡
阿
凶
。
離
破
戒
垢
故
、
名
為
敵
垢
地
。
云
何
名
聞
凶
、
依
十
二
門

禅
、
得
明
智
慧
、
故
名
為
明
地
。
云
何
名
閲
凶
。
得
増
上
覚
意
、
分
別
道
晶
、
焼
煩
悩
薪
、
功
徳
織
然
、
故
名
焔
地
。
云
何
名
聞
酬
幽
。
修
習
十
智
、
雌
伏
煩
悩
、
未

能
勝
故
、
名
為
難
勝
地
。
云
何
名
関
岡
幽
。
能
逆
順
観
十
二
因
縁
、
得
法
現
前
故
、
名
為
現
前
地
。
云
何
名
関
岡
凶
。
愛
仏
功
徳
、
智
慧
次
第
、
不
問
余
心
、
深
入
法

相
、
故
名
深
遠
地
。
云
何
名
閑
刷
凶
。
離
色
等
相
、
堅
困
難
動
故
、
名
為
不
動
地
。
云
何
名
闇
岡
凶
。
入
四
弁
才
、
解
一
切
音
声
、
随
其
所
問
、
於
一
刻
那
頃
、
悉
皆

能
答
、
故
名
善
慧
地
。
云
何
名
岡
国
凶
。
能
受
一
切
仏
法
、
猶
如
大
雲
能
注
法
雨
、
故
名
法
雲
地
。
是
名
菩
薩
具
足
十
地
。
如
是
十
地
、
是
菩
薩
安
住
行
処
、
亦
能
満

足
一
切
智
慧
。
如
《
十
地
経
》
中
之
所
広
説
。
(
大
正
三
二
・
四
二
下
|
四
三
上
)
。

位
整
理
者
は
池
田
将
則
氏
で
あ
る
。

P
二
九

O
八
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
本
文
献
は
北
貌
洛
陽
期
に
お
け
る
仏
教
教
理
学
の
実
録
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

各
章
の
論
述
内
容
に
は
『
大
般
浬
襲
経
集
解
』
に
集
成
さ
れ
て
い
る
南
朝
『
浬
鍵
経
』
教
理
学
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集

成
』
、
一
一
四
|
一
一
九
頁
。

Mm
南
本
『
浬
鍵
経
』
日
何
等
為
因
。
有
人
出
世
具
煩
悩
性
、
是
名
第
一
。
須
陀
痘
人
・
斯
陀
含
人
、
是
名
第
二
。
阿
那
含
人
、
是
名
第
三
。
阿
羅
漢
人
、
是
名
第
四
。
是

四
種
人
出
現
於
世
、
能
多
利
益
憐
感
世
間
、
為
世
間
依
安
楽
人
天
。
云
何
名
為
具
煩
悩
性
。
・
:
中
略
:
・
是
名
凡
夫
非
第
八
人
。
第
八
入
者
不
名
凡
夫
。
名
為
菩
薩
不
名

為
仏
。
第
二
人
者
名
須
陀
酒
斯
陀
含
。
:
・
中
略
:
・
如
是
之
人
未
得
第
二
第
三
住
処
、
名
為
普
隆
巳
得
受
記
。
第
三
人
者
名
阿
那
含
。
:
・
中
略
:
・
巳
得
受
記
不
久
得
成
阿

梶
多
羅
三
薮
三
菩
提
。
是
則
名
為
第
三
人
也
。
第
四
人
者
名
阿
羅
漢
。
阿
羅
漢
者
。
断
諸
煩
悩
捨
於
重
担
。
逮
得
己
利
所
作
巳
緋
。
住
第
十
地
自
在
智
。
・
:
後
略
。
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中
国
南
朝
仏
教
の
行
位
解
釈
に
関
す
る
一
考
察
(
貌
)

(
大
正
一
一
了
六
三
七
上

l
下
)
。
四
依
と
は
、
人
の
四
依
と
法
の
四
依
が
あ
る
。
法
の
四
依
と
は
、
「
依
法
不
依
人
、
依
義
不
依
語
、
依
智
不
依
識
、
依
了
義
経
不
依
不

了
義
経
。
知
是
四
法
応
当
証
知
、
非
四
種
人
」
(
大
正
二
了
六
四
二
上
)
の
四
法
で
あ
る
。

日
制
鳩
摩
羅
什
訳
『
十
住
経
』
二
是
菩
薩
摩
詞
薩
得
歓
喜
地
。
所
有
諸
怖
畏
即
皆
遠
離
。
所
謂
不
活
畏
、
悪
名
畏
、
死
畏
、
堕
悪
道
畏
、
大
衆
威
徳
畏
、
離
如
是
等
一
切
諸

畏
。
(
大
正
一

0
・
五

O
O
下
)
。
要
す
る
に
、
『
十
地
経
論
』
が
伝
入
す
る
前
、
羅
什
訳
『
十
住
経
』
は
既
に
五
種
の
怖
畏
が
説
か
れ
て
い
る
。

M
W

第
一
日
歓
喜
。
以
制
到
劃
樹
、
始
出
凡
界
、
侍
欣
所
遇
、
故
以
為
名
。
(
羽
二
七
一
・
一
二
。

“
第
二
日
離
垢
。
刊
割
捌
也
。
大
判
三
品
。
初
地
除
上
、
二
地
除
中
、
所
去
巳
多
、
故
受
「
離
」
名
。
第
三
日
明
。
得
叶
ゴ
同
樹
故
、
心
解
慮
静
。
心
解
慮
静
故
、
初

忍
満
足
。
心
静
解
足
故
、
以
「
明
」
為
名
也
。

初
『
十
地
経
論
』
日
経
目
、
菩
薩
如
是
十
種
逆
順
観
因
縁
集
法
、
所
調
因
縁
分
次
第
故
、
一
心
所
摂
故
、
自
業
成
故
、
不
相
捨
離
故
、
三
道
不
断
故
、
観
先
後
際
故
、
三

苦
集
故
、
因
縁
生
故
、
因
縁
生
滅
縛
故
、
随
順
有
尽
観
故
。
論
目
、
:
・
後
略
。
(
大
正
二
六
・
一
七

O
下
)
。

特
『
大
智
度
論
』
一
地
有
二
種
。
一
者
但
菩
薩
地
。
二
者
共
地
。
共
地
者
、
所
謂
乾
慧
地
乃
至
仏
地
。
但
菩
薩
地
者
、
歓
喜
地
、
離
垢
地
、
有
光
地
、
増
種
地
、
難
勝
地
、

瑚
剖
刷
、
深
入
地
、
不
動
地
、
善
根
地
、
法
雲
地
。
此
地
相
、
如
『
十
地
経
』
中
広
説
。
(
大
正
二
五
・
四
一
一
上
|
中
)
。

納
骨
取
は
「
趣
」
の
通
仮
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
、
二
ニ

O
頁
、
注
四
八
。

日
川
第
は
「
諦
」
の
通
仮
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

日
「
中
寺
法
安
解
十
地
義
」
u

無
生
忍
下
品
為
八
地
、
中
品
為
九
地
、
上
品
為
十
地
。
(
羽
二
七
一
・
一
二
。

ロ
船
山
徹
[
二

O
一
九

b
]
前
掲
書
、
第
五
章
「
聖
者
に
な
る
修
行
」
に
詳
し
い
。

幻
浄
影
寺
慧
遠
撰
『
大
乗
義
章
』
日
約
就
三
界
二
輪
煩
悩
。
弁
其
三
根
三
道
三
毒
差
別
之
相
。
先
弁
三
根
。
若
依
毘
曇
。
三
不
善
根
。
唯
在
欲
界
。
非
上
二
界
。
上
二
界

中
。
無
不
善
故
。
就
欲
界
中
。
通
説
則
倒
斗
制
倒
制
為
不
善
根
。
同
能
発
起
不
善
恩
故
。
若
依
成
実
。
三
不
善
根
亦
在
欲
界
。
非
上
二
界
(
大
正
四
四
・
五
六
五
中
)
。

二
輪
煩
悩
と
は
見
道
(
見
諦
惑
)
・
修
道
(
息
惟
惑
)
の
煩
悩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

M
自
住
前
心
謂
之
凡
夫
。
凡
夫
有
二
種
。
初
十
心
以
前
為
外
凡
夫
。
剰
剖
叫
剥
樹
倒
制
4
剥
制
州
剥
矧
矧
制
叶
吋
ゴ
叫
剖
剥
吋
川
対
叫
。
(
羽
二
七
一
・
一

O
)
。

お
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
、
一
一
四
頁
、

P
二
九

O
八
の
解
題
を
参
照
。

%
解
断
伏
義
。
:
・
中
時
・
:
又
伏
義
不
問
、
有
二
家
之
説
。
一
者
三
十
心
伏
三
途
之
惑
。
信
忍
正
断
三
途
、
兼
伏
恩
惟
及
三
途
之
習
。
順
忍
正
断
思
惟
及
三
途
習
気
、
伏

恩
惟
習
気
、
兼
伏
色
心
無
知
。
七
地
正
断
恩
惟
之
習
、
兼
伏
色
心
集
起
。
八
地
巳
上
、
唯
断
而
不
伏
。
三
途
復
有
三
階
。
初
十
心
伏
於
地
獄
、
中
十
心
伏
於
畜
生
、
後

十
心
伏
於
鬼
道
。
信
忍
亦
三
品
。
初
地
正
断
地
獄
、
伏
思
惟
潤
欲
界
人
天
之
惑
、
兼
伏
地
獄
習
気
。
二
地
正
断
畜
生
、
伏
思
惟
色
界
之
惑
、
兼
伏
畜
生
習
気
。
三
地
正
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断
鬼
道
、
伏
思
惟
無
色
之
惑
、
兼
伏
鬼
道
習
気
。
順
忍
有
三
品
。
四
地
正
断
欲
界
人
天
恩
惟
之
惑
及
地
獄
習
気
、
兼
伏
三
界
思
惟
之
習
気
。
五
地
正
断
色
界
思
惟
之
惑

及
畜
生
習
気
、
伏
色
塵
無
知
。
六
地
正
断
無
色
界
思
惟
、
餓
鬼
習
気
、
兼
伏
心
塵
無
知
。
七
地
並
断
思
惟
三
品
之
習
、
伏
色
心
集
起
無
知
。
八
地
正
断
色
塵
無
知
。
九

地
断
心
塵
無
知
、
十
地
断
色
心
集
起
無
知
。
(
『
蔵
外
地
論
宗
文
献
集
成
』
・
九
八
|
一

O
二
頁
)
。

幻
雀
鉛
植
[
二

O
O
九
]
前
掲
書
、
二
六

l
二
七
頁
。
同
文
の
日
本
語
版
は
窪
鉛
植
[
二

O
一
O
]
前
掲
書
(
山
口
弘
江
訳
)
、
七
五
頁
を
参
照
。

四
品
『
成
実
論
』
「
四
諦
品
第
十
七
三
』
剰
叫
制
1

4
剰
割
剖
1
叶
銅
剣
刻
。
上
善
天
道
、
中
善
人
道
、
下
善
阿
修
羅
。
(
大
正
三
二
・
二
五
一
・
工
)
。

拍
H

『
勝
髭
経
』
無
明
住
地
其
カ
最
大
。
・
:
中
略
・
:
其
力
最
勝
・
:
阿
羅
漢
砕
支
仏
智
所
不
能
断
、
唯
如
来
菩
提
智
之
所
能
断
。
(
大

E
二

了

二

二

O
上
)
。

ω
『
菩
穣
喫
洛
本
業
経
』
一
一
歓
喜
地
・
:
中
略
・
:
三
賢
菩
薩
伏
三
界
煩
悩
偉
業
道
儀
相
続
果
、
亦
不
起
色
。
:
・
後
略
。
(
大
正
二
四
・
一

O
一
六
上
|
中
)
。

“
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
は
直
前
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
荘
厳
家
云
。
判
倒
制
到
、
初
地
見
惑
尽
者
、
此
意
正
言
能
断
見
諦
、
不
雪
一
回
都
尽
也
。
知
須
陀

沼
得
見
諦
惑
尽
必
至
浬
繋
。
以
警
初
地
生
仏
家
、
故
生
歓
喜
。
少
分
為
喰
、
不
三
一
=
一
日
初
地
見
諦
都
尽
也
。
如
十
住
論
中
、
亦
以
初
地
巳
断
三
界
思
惟
。
可
令
初
地
思
惟
都

尽
耶
。
故
知
言
断
〔
見
〕
諦
縛
而
未
尽
也
。
文
云
別
相
与
無
知
有
別
故
、
習
気
必
像
、
無
知
必
細
。
億
則
先
除
、
細
則
後
断
。
八
地
以
上
、
正
断
無
知
。
則
知
習
気
於

七
地
中
尽
也
。
」
(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
・
二
七

O
頁
)
。
こ
れ
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、
『
十
地
論
』
が
『
十
住
論
』
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
一
六
頁

に
「
又
大
論
第
四
十
九
云
、
引
十
地
名
寛
云
、
如
十
住
論
中
説
。
此
十
住
論
、
傍
云
、
是
龍
樹
論
別
有
十
住
論
、
非
天
親
十
住
論
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
の
『
十

住
論
』
は
龍
樹
造
『
十
住
毘
婆
裟
論
』
で
あ
ろ
う
。

白
出
典
未
詳
。
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
別
の
箇
所
に
次
の
文
が
あ
る
。
「
依
『
瑛
落
経
』
云
、
初
地
断
見
諦
惑
煩
悩
、
二
地
断
人
中
煩
悩
、
三
地
断
天
上
煩
悩
、
四
地

断
三
禅
以
下
煩
悩
、
五
地
断
三
宝
(
空
)
以
下
煩
悩
、
六
地
断
非
相
非
非
相
煩
悩
者
、
例
前
可
知
。
七
地
以
上
、
金
剛
心
以
下
、
断
恒
沙
等
煩
悩
、
亦
是
可
尋
也
。
」

(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
、
三
一
七
頁
)
。
こ
の
箇
所
も
『
喫
落
経
』
に
依
拠
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
小
荘
厳
は
小
荘
厳
寺
の
法
師
を
指
す
が
、
特
定
で
き
な
い
。
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
の
用
例
と
し
て
は
、
「
小
荘
厳
栄
法
師
云
、
龍
光
伝
開
善
云
」
が
見
ら
れ
る
た
め
、

小
荘
厳
は
慧
栄
法
師
で
ろ
う
。
『
続
高
僧
伝
』
釈
慧
栄
伝
(
大
正
五

0
・
四
八
七
下
|
四
八
八
上
)
を
参
照
。
小
荘
厳
寺
法
師
も
、
龍
光
寺
法
師
も
、
開
善
寺
智
蔵
(
四

八
五
|
五
二
二
)
よ
り
後
の
僧
で
あ
る
。
南
朝
寺
院
に
関
し
て
は
、
杜
潔
祥
編
[
一
九
八

O
]
(
清
・
孫
文
川
撰
、
清
・
陳
作
森
編
)
『
南
朝
仏
寺
考
』
(
『
中
国
仏
寺
史

志
葉
刊
』
第
一
輯
第
二
冊
、
明
文
書
局
)
を
参
照
。

併
龍
光
は
龍
光
寺
の
法
師
を
指
す
が
、
特
定
で
き
な
い
。
用
例
と
し
て
は
、
「
龍
光
縛
師
伝
述
開
善
云
」
(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
・
三
二
五
頁
)
と
「
又
聴
龍
光
縛
師
成

実
」
(
『
続
高
僧
伝
』
釈
慧
暇
伝
、
大
正
五

0
・
四
九
四
中
)
が
見
ら
れ
る
。

“
『
本
業
経
』
与
『
持
地
経
』
明
十
地
義
、
最
分
明
。
文
『
十
地
経
』
与
『
十
住
経
』
『
本
業
理
落
経
』
『
仁
王
経
』
等
、
悉
弁
十
地
也
。
(
『
大
乗
四
論
玄
義
記
』
・
二
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中
国
南
朝
仏
教
の
行
位
解
釈
に
関
す
る
一
考
察
(
貌
)

八
六
頁
)
。

“
『
天
台
宗
未
決
』
一
最
澄
在
唐
日
問
、
遼
座
主
決
義
。
呂
田
新
纂
続
蔵
経
』
五
六
・
六
七
一
下
)
。
在
唐
中
の
最
澄
(
七
六
七

l
八
二
三
)
の
疑
問
に
対
す
る
龍
興
寺

道
遼
が
答
え
た
問
答
集
(
八

O
五
年
に
行
っ
た
)
で
あ
る
。
ま
た
、
『
天
台
宗
未
決
紗
』
・
『
天
台
宗
未
決
問
答
』
・
『
在
唐
十
問
答
』
な
ど
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
後
に

『
光
定
疑
問
宗
頴
決
答
』
や
『
円
澄
疑
問
広
修
決
答
』
な
ど
の
ほ
か
の
日
本
僧
と
中
国
僧
の
聞
に
行
わ
れ
た
問
答
集
六
篇
を
含
め
て
、
『
唐
決
集
』
(
合
計
七
篇
)

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
唐
決
集
』
に
つ
い
て
は
、
一
六
二
六
(
寛
永
三
)
年
の
刊
本
が
現
存
し
て
い
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
西
岡
虎
之
助
[
一
九
二
五
]
「
唐
決
に

つ
い
て
」
(
『
史
学
』
四
(
二
)
、
唐
決
研
究
会
[
二

O
O
九
]
『
唐
決
』
|
日
本
に
お
け
る
天
台
学
受
容
過
程
の
研
究
(
一
)
]
(
『
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
年
報
』

三
一
)
、
同
[
ニ

O
一
四
]
・
[
二

O
一
五
]
・
[
二

O
一
六
]
・
[
二

O
一
七
]
・
[
二

O
一
八
]
「
唐
決
「
広
修
決
答
」
と
「
維
鏑
決
答
」
の
比
較
研
究
」
(
一
)
・
(
二
)
・

(
三
)
・
(
四
)
・
(
五
)
(
『
大
正
大
学
総
合
仏
教
研
究
所
』
三
六
・
三
七
・
三
八
・
三
九
・
四

O
)
が
知
ら
れ
る
。

略
号
一
、
大
正
|
『
大
正
新
衛
大
蔵
経
』

二
、
『
勝
露
経
』
|
『
勝
雲
師
子
耽
一
乗
大
方
便
方
広
経
』

三
、
『
華
厳
経
』

i
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

四
、
『
般
若
経
』
|
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』

玉
、
『
党
網
経
』
|
『
党
網
経
虚
舎
那
仏
説
菩
薩
心
地
戒
本
第
十
』

六、

p
ー
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
ペ
リ
オ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

七、

S

|
大
英
図
書
館
蔵
ス
タ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本

-74一

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

十
地

修
行
階
位
、
成
実
淫
襲
、

地
論
、

論

(
博
士
後
期
課
程
)


